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御曹司を誤認逮捕!? 女性警官は俺様コックに美味しくいただかれました
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第一章

出会いは最悪











　街頭の監視をしていた立花たちばな来実くるみ巡査の体がこわばった。

　向かいのコンビニエンスストアの入口にある警報ランプが赤く点灯している。

　相棒はちょうど署に用事があって、交番には彼女一人である。

（強盗？　助けなくちゃ！）

　咄嗟に「巡回中」の札を立てて走り出す。

　来実が店内に飛びこんでみれば、まさに強盗犯が店員を脅しているところだった。

　物音に驚いたのか、犯人は来実をにらみつけてくる。

　レジカウンターには偽装だろう、コーヒーを淹れるための紙コップが置いてある。

　犯人は推定一七五センチくらい、体型は太くもなく細くもない。

　野球帽にサングラス、マスク。

　首のところが伸びきったトレーナー。膝の部分が抜けかけたジーンズ。くたびれた格好なのに、足元のアタッシュケースだけが立派だ。不自然なこと、このうえない。

「動かないで、警察よ！　強盗の現行犯で逮捕しますっ」

　来実は大声で叫びながら、持っていた警棒を突き出しては相手の動きを牽制した。

「俺のどこが強盗犯だ！」

　彼女の攻撃から自分の体を守りながら、男が抗議してくる。

「どこもかしこも！　犯人以外の何者でもないしょうがっ」

　来実は言い返しながら、男が武器を持っていないことに安心する。彼女は隙を見逃さず、男の襟に手をかけ足を払った。

　男をうつ伏せにすると、馬乗りになる。抵抗を封じるため、腕をねじりあげた。

「犯人確保！　皆さん、無事ですかっ」

　店内に向かって来実が得意げに叫ぶと店内から歓声があがった。

　彼女に組み伏せられている男が喚く。

「違う！　単にコーヒーを買いに来て、払おうとしてただけだって！　財布だって中身だって、ちゃんとある！　確かめてみろよっ」

　苦しさ半分、怒り半分で抗議する男の声に、来実が周りを見た。店員がおそるおそるアタッシェケースに近寄り、開けた途端にひゃっと叫んで投げ出した。

　ケースの中から転がり出た数丁のナイフに、来実と店内にいた客の視線が集中する。

「銀行を襲ったついでに、コンビニでも売り上げ金を奪うつもりだったのね！」

　来実の言葉に、店内から悲鳴があがる。

　男が喚いた。

「俺はコックなの！　昨日、家で研ぐ為にマイ包丁を職場から持ち出した！　包丁を持って、これから出勤するところなんだよ！」

「じゃあ、調理師免許を見せて」

　来実が高圧的に言えば、男がう、と詰まった。

「そんなもの、普段持ち歩くわけ、」

　口ごもる男に、来実は自分の優勢を感じた。

「だいたいねえ、自分の格好わかってるの？　怪しすぎでしょ！」

「……いつもは。もう少し、ましな格好してるんだ」

　自分でもそう思っていたのか、男の口調が弱々しくなる。が、負けてなるかと思ったらしく、男は再び声を張り上げた。

「けど、理由があって！」

「続きは署で訊きます」

　来実がきっぱりという。

　男は脱力した……かのように見えた。来実は思わず、ほうと息をついた。

　彼女を油断させられたと思ったのだろう。男は背中に力を入れて、乗り上げている来実を落とそうとしてくる。

（っ、こいつ！　意外と力あるっ）

　彼女の手の下にある筋肉が、溜めた力を放出しようとしている。

　焦った来実は伝家の宝刀をつきつけた。

「大人しくしないと、公務執行妨害もつけるわよっ」

　……男はようやく諦めたようだった。

　来実は彼を押さえつけながら、自分の勤めている警察署に連絡をいれる。

　やがて応援の人員がかけつけ、来実は鼻高々な気持ちで、男を署に連行したのだった。

　来実に確保された男は、身元引受けについて職場に連絡を希望した。電話口の相手へ包み隠さず、ことの次第を報告している。

　来実は男の堂々した態度に、初めて疑問をいだいた。

　こっそり調書から男の勤め先を確認した来実は、青くなった。管轄下にある、世界的に有名なレストランが記載されていたのである。

　来実が怯んだところで、男は説明しはじめた。

　曰く、サングラスは朝日が眩しい方向に出勤するため。

　住まいと勤務先の住所を地図で確認すれば、確かに東に向かってから北、そしてもう一度東に向かう必要がある。日陰を探しながら歩くのはタイムロスである。

　帽子とマスクは花粉を防ぐため。

　男の鞄からは、花粉症対策の薬も見つかった。薬袋の表書きは、運転免許証や調書に記入された男の名前と一致している。病院に問い合わせるまでもない。

　説明を聞いてしまえば、納得してしまう。確かに彼は釈明をしたがっていた。訊く耳をもとうとしなかったのは来実である。

　コンビニエンスストアのレジの男性の早とちり、来実の勇み足だった。

　誤解について謝罪し、釈放手続きをし始めたとき、被疑者の職場からフロアマネージャーと名乗る男性が署員に誘導されて現れた。

　被疑者の履歴書や調理師免許状の控えを持参している。

　出迎えた来実をフロアマネージャーは、おや？という顔で見つめた。

　彼女が経緯を説明し、誤認であったことを詫びたところ、フロアマネージャーはにっこり微笑んだ。

「こちらの署にはお世話になっております。お気になさらず」

　予想に反する温和な態度に、来実は胸をなでおろしかけた。気がゆるんだのが出てしまっていたのだろうか。ちろり、と冷たい瞳でにらまれる。

「当店では、従業員の雇用には厳正なる審査をしております。お疑いであれば、弁護士とともに再度お伺い致しますよ？」

　圧力をかけられて、来実は平謝りするしかない。

　来実は、フロアマネージャーと不機嫌な男性を警察署のエントランスまで見送った。

「この、思い込んだら一直線娘がっ」

　執務室に入った途端、強行班の係長から雷を落とされた。

「いくら怪しいとしても。もっと穏やかなやり方ってもんがあるだろう！」

　強盗事件は強行犯係の担当だ。係長は来実に巻き込まれる形で一緒に謝罪してくれたのである。

「……すみません」

　来実は小さな声で謝った。男性に申し訳なかったし、自分の思い込みがいたたまれない。

　ふうう、と係長は大きく息を吐きだし、コキコキと肩を回した。

「相手が大人で良かったよ。〝誤認逮捕〟って騒がれたら、洒落にならんからな」

　その通りだ。

　警察は公僕で、市民の税金から給料を頂いている。制服姿でコンビニエンスストアに買いにいくだけで投書がくる。

　逮捕の際は細心の注意を払い、事前にしっかりと裏をとることが、なによりも重要である。

「親父さんがあんな目に遭ったってのに。飛び込んで行けたことはすごいと思うがな」

　係長から、慰めるように肩を叩かれる。

　来実は視線を足元に落とした。




　幼い頃から来実は、生涯交番勤務を貫いた父親を自慢に思っていた。

　彼女は朝な夕な、交番で当番をこなしている父に手を振るのが嬉しかった。

　父は町の人たちにも好かれているようで、横断歩道を渡る人に必ず挨拶されていた。そんな父親が、子供心にも誇らしかった。

　テレビで報道されるような大きな事件は世間を揺るがす。まっとうに生きている人々の暮らしをおびやかす。国家や社会の安寧の為にも、早期解決しなければならない。

　けれど来実は、父をみているうちに「事件に小さいも大きいもない。地域の人々の暮らしを護るのも、警察官として大事な仕事ではないか」と考えるようになっていた。

　父のような警察官になりたい。 来実はそう思い、警察学校を受験することを父に伝えていた。父は驚いたものの、彼女の決意が固いことを知り、応援してくれた。

　高校三年生の、あの日。

「当番明け、来実の誕生日だから外で食べようか」

　出勤前の父に言われ、彼女ははしゃいだ。

「お父さんと外食って久しぶりじゃない？　どこに連れていってくれるの？」

「内緒。綺麗な恰好して待っててくれ」

　笑顔で会話を交わしたのが最後になった。

　来実がニュースアプリを立ち上げると、信じられないものが目に飛び込んでくる。

　通り魔事件が発生し、市民を庇って警官が犠牲になったという。その警察官の名が。

「お父さんっ？」

　家を飛び出した途端、フラッシュが一斉に光った。あまりの眩しさに立ちすくむ。

「来実さん、今のお気持ちを一言！」

「父一人、子一人だよね。どうするの、これから！」

　既に家の前には、ＴＶクルーやリポーターが押しかけていた。浴びせられる言葉に、来実は声も出ない。

　すると、誰かが報道陣をかき分けて彼女を連れ出してくれた。

　パトカーに乗せられてからも、彼女から言葉を搾り取ろうとする報道陣からの呼びかけやカメラのフラッシュはやむことがなかった。




　一年後、父の命日であり彼女の誕生日に招待状は届いた。

　店の名前は、〝ル・タン・ウールー　Le temps heureux（しあわせな時間）〟。

　日本の主要都市に五店舗、パリ・ミラノ・ワシントンにも支店がある、有名なレストランである。

　料理ブックに三つ星以下の評価を付けられたことのない、どんな食通をも満足させる名店中の名店。

〝ル・タン・ウールー〟で食事をすることは、セレブリティにとって成功のあかしとされていた。

（あの人からだ）

　被害者の男性だ、と来実は直感した。父の遺影の前で土下座した男性。

　男性を思い出すと、どうしても父とあの日に起こった事件のことについて考えが及ぶ。

　来実は招待状を破りかけた。男性が悪い訳ではない。だが、憎みたくなる。苦しくて仕方ない。

　彼女は店に断りの電話を入れた。

　翌年、またしても招待状が届いた。

　その頃には憎悪よりも哀しみ、寂しさが占めるようになっていた。

　誕生日ではあったが父を亡くした日を、友人と過ごす気にはなれない。けれど、一人で過ごすことにも耐えきれなくなっていた。

　来実は、バッグに父の写真を忍ばせて〝ル・タン・ウールー〟へ出かけた。

　思っていたよりも立派な店構えに、彼女は立ちすくんでしまった。すると、入口で控えていた男性が声を掛けてくれた。

「お待ちしておりました、立花様」

　サーヴィスマンの案内に従って来実が奥まった席に向かうと、店内に居合わせた客がほう、とため息を付くのが聞こえてきた。

　来実は知らなかったが、世界各国から訪れる著名人や国家の重役のために設えられた特別室と、同等のサーヴィスを約束されているテーブル。通称、〝特等席〟。それが、彼女が案内された場所だったのだ。

「美味しい」

　来実は一皿目の料理を一口食べた途端、魅了された。

　店の名前通り、幸せな時間が始まる。

　素材と調味料と手間が織りなす、奥行きのある味。妙なる調べという言葉を音ではなく、舌で受け取る。

　かみ砕き、呑み込んだ瞬間から滋養として吸収されていくようだった。

（お父さんが作ってくれたご飯やお味噌汁と同じ）

　思い出すたびに辛かった父との幸せな想い出が、今日はとても嬉しい。

　どれだけ自分の心が疲れていたかを来実は知った。

　泣きながら、来実は食べた。しゃくりあげる音も鼻をすする音も聞こえていたろうに、サーヴィスマンはなにも言わない。

　食べ終わる頃には、彼女はリラックスしていた。体は温まり、心は柔らかくほぐれていた。

　この頃から父の事件以降、頻繁に見ていた悪夢を見ずに眠れる日が増えていった。

　翌年は招待状が届くなり、来実は休みを調整してもらった。

　彼女はおしゃれをすると、いそいそと出かけた。料理を食べながら、心の中で父にたくさん話しかけた。

　以来、彼女の誕生日は、父と二人で食事をとる日になっている。




「さあ、説教は終わりだ」

　係長の声に、来実ははっと我に返る。

「明日は親父さんの命日だろ。着飾って、親父さんとのデートを楽しんでこい」

「はい」

　彼女は頷いた。

　毎年、この日だけは休暇を申請している。来実は父の墓参りをしたあと、レストランに赴く予定だ。

　係長が交番に戻ろうとしていた来実に声をかけてきた。

「そうだ。先輩に、そのうち挨拶しに行くからって伝えておいてくれ」

　来実は礼を言った。

　係長は警察学校を出たての頃、父の下で交番員研修をしたのだという。

　父と違って刑事課を希望していた彼は、強行犯係を束ねている。あの日、マスコミの中から来実を連れ出してくれたのも係長であった。

　来実は月命日には、かならず墓前に花を手向けに行く。

　しかし毎月、誰かが来実より先に来ては、父の墓を掃除し花を活けてくれていた。自分以外の人間が、父を憶えてくれていることが嬉しい。

　……あのときの男性かなと考えることもある。

　父が亡くなってから七年。毎年欠かさずに幸せな時間を与えてくれていることを、ようやく感謝したいと思うようになってきていた。

　けれど、来実が「もうこないで」と言ったせいか、レストランで食事をしていても男性が彼女の目の前に現れることはなかった。

　今では顔も名前も憶えていない。貰った名刺は、どうしたか記憶にない。もしかすると、棄ててしまったのかもしれない。来実もあえて招待主については調べずにいる。




　次の日。

「おかしいところ、ないかな……」

　墓参りが終わったあと、寮に着替えに戻った。来実はためつすがめつ自分の全身をチェックする。

「寝癖、大丈夫かな？」

　鏡の前で頭を左右に動かす。黒髪で少し天然パーマの入った髪は、洗いやすくて乾きやすいショートである。

　卵型の顔のラインは、むくんでいないようだ。太めの眉は今朝、整えたばかりである。

「あ、なにこれニキビ？」

　ぐっと鏡に顔を近づけて見てみる。ゴミだったようで簡単に取れた。

　そのまま、少し低めの鼻をちょんちょんとつついてみる。もう少し高いと良かったなと考えたこともあったが、「帰ってきて来実の鼻をつまむと、ほっとする」父にそう言われてから、まあいいかなと思っている。

　黒目がちな瞳と、ぽったりとした唇がチャームポイントだと、自分では思っている。

　くるりと回ると、ワンピースの裾がふわりとついてくる。

「よし、綺麗！　誰にも言ってもらえないなら、自分で言う。これ、大事！」

　来実は、握りこぶしを作って気合を入れる。バッグの中の写真に声をかけた。

「行くわよ、お父さん！」




「いらっしゃいませ、立花様」

　今年も受付で待っていてくれたサーヴィスマンから挨拶される。気合のせいか、来実は天真爛漫な笑顔を返せた。

（ここの人たちは、最高だなあ）

　自分の家に帰ったような気分にさせてくれる。彼らのおかげで、来実は初来店の日を除けば、緊張したことがない。

　彼女はサーヴィスマンにエスコートされて、いつもの席につく。

　その瞬間、店内がざわめく。皆、特別待遇を受ける女性に興味津々なのだ。

　来実を案内したサーヴィスマンが厨房に戻ってくると、特等席を担当するコックの表情に緊張が走った。

　スタッフが見守るなか、彼はふう、と息を吐いた。肩を回すと今度は、楽しそうな顔になる。

「今年も美味しい表情、頂きますかね！」

　レストランの個性を決定するのは厨房のトップのシェフであり、他のコックはシェフの味に寄せるべく努力をしている。

　コックによって味が異なることはレストランの信用に関わるのだが、この日の彼女のテーブルだけは別。来実の好きな食材を用い、メニューブックに載っていない料理を作ることが許されている。

　フロアマネージャーを介して、オーナーからの注文は一言。

「特等席の客を幸せにすること」

　彼女に招待状を送って三年目、予約の際になにを食べたいかを聞くことになった。

「立花様は、どのようなものが召し上がりたいでしょうか？　お好みに合わせたものをご用意させて頂きます」

　サーヴィスマンは丁寧に訊ねた。

　彼女が沈黙すること、しばし。

「ハンバーグが大好きです！」

　来実の言葉に、サーヴィスマンは言葉に詰まった。

　それだけではいけないと思ったのか、来実から次々とリクエストが入る。

「エビフライやオムライスも好きです」

「……さようでございますか」

　老練なサーヴィスマンは巧みに動揺を隠しながら、彼女への対応を終えた。担当のコックに来実の意向を伝えるとやはり絶句し、そののち不敵に笑った。

「了解。腕が鳴るぜ」

　当日、彼女のテーブルに並んだのは、フランス産チーズ入りオムレツやエビのフリット、トリュフ塩がけ。ミートローフのベーコン巻き網焼きグリルなどであった。

　彼女はワクワクした表情で料理を口に運び、飲み下した瞬間に目を輝かせた。

　以来、来実とコックの丁々発止は続いている。

　彼女に出された料理がブラッシュアップされ、グランドメニューに選ばれることもある。

　毎年、来実のテーブル担当を命じられることを、若手コックたちは楽しみにしている。




　今年も、素晴らしい時間が始まった。

　食べ終われば、まちかねていたかのように次の皿が出てくる。食欲が満たされてきて、食べるペースが落ちても急かされることはない。

　冷たい皿は冷え過ぎていない。温かい皿は湯気がたっているものの、火傷する熱さではない。最高の状態で来実の前に置かれる料理たち。

　視線を上げただけで応えてくれるサーヴィスマン。話し相手が欲しくなれば、一言二言交わしてから立ち去ってくれる。彼女が放っておいて欲しければ、適度に距離を置いてくれる。

　うるさくはなく、居心地のよいにぎやかさ。目を窓の外に投じれば、静かな空間を満喫できる。

　女一人で来る客など奇異に見られるだろうに、来実は居心地の悪さを感じたことがない。

　自分のことを誰も犠牲者の娘だと知っている人がいない、解放感。来実は幸せのため息をついた。

　メインディッシュの皿が下げられ、終幕が近づいてきている。

　人の気配に、サーヴィスマンが戻ってきたのかと来実は顔を上げた。

　しかし、そこにいたのは彼女の知らない男性だった。ビジネスマンのようなスーツ姿で、この店のスタッフでないことは明らかである。

「なあ。このテーブルを押さえるのに、いくら使ったんだよ」

　いきなり言葉をなげつけられた。顔は赤く染まっていて、吐き出す息からは酒精の匂いが漂ってくる。

　来実は店内をちらりと見た。

　何人かいるサーヴィスマンは皆、自分の担当のテーブルに気を取られている。

　闖入者に気づいた客もいたようだが、来実が静かにしているので、気にしなかったらしい。

（私の連れだと思われてるみたいね）

　彼女が抗議しなかったせいか、男は許しもえずにどっかりと座ってきた。

「俺さ、好きな女の子をデートに誘ったんだ。そうしたらさ、今日の日付を言われて『その日にル・タン・ウールーの特等席が取れたら、デートしてあげるよ』ってＯＫをもらえたんだ」

　この店は〝女性が恋人と行きたいレストラン〟ランキングで何度も一位に輝いている。

　そのため、予約のとれにくいことでも有名である。来実が座っている特等席だけでなく、他のテーブルでさえ半年待ちは当然らしい。

　店のホームページにキャンセル待ちコーナーもあるが、幸運には滅多に出会えない。

　この店の予約が取れただけで、デートを了承する女性は多いだろう。

「だから俺は二か月も前だったけど、速攻で電話したよ。それなのに『もう、予約は埋まっております』って。……んな訳あるか。あんたが汚い手を使って、かっさらったんだろう」

　ある意味、男の言う通りだ。来実の誕生日である今日は、招待状が初めて届いた年から、少なくとも今年まで、七年分は予約で埋まっている。

　……ふと、来実は思う。

（もしかしてその人。私の誕生日は絶対に予約が取れないって知っていて、あえて……？）

「ああ？　なにか言えよ」

　男は来実をにらみつけてくる。

　簡単に取り押さえられそうだが、来実は店のために穏便に済ませたいと思った。

　しかし男は、黙っている彼女を怯えていると思ったのだろう。かさにきて、来実の顔を覗き込んでくる。

「俺があの女にどれだけつぎ込んだと思ってるんだよ。かかった金、お前が弁償しろよ」

　論理が破綻している。

　男が女性に、いつ振られたのかは知らない。わざわざこの日を選んでやってきたのは、テーブルを押さえている来実への嫌がらせだ。

　女一人だとみくびっている男に腹がたつ。

（そんなだから振られるのよ！）

　男の視線が来実からテーブルの上に動き、たまたま置かれていた父の写真に止まった。

「へええ。写真見ながら飯を食べるなんて、あんた痛い人？　お一人様でさ、こんな高い店で金払って。セレブですって見栄張りたいんだろ？」

　男が哂う。

　来実の中で、ぶちぶちぶち、となにかが一気に切れた。

「お店の迷惑になるでしょう、いい加減にしなさいよ」

　我ながら低い声だった。

「はぁ？　俺は正当な主張を述べてるだけですけど？」

　男が臭い息を吐きかけてくる。馬鹿にしたような表情を浮かべたのち、憎悪に満ちた顔になる。

「お前、何様のつもりなんだよ。……俺に命令するな！」

　ダン！

　男がテーブルに手をついたので、店内が一瞬静まる。なにごとかと注視されてしまう。

　来実はテーブルクロスで隠れているのをいいことに、食事の間パンプスを脱いでいた。こっそり履き直し、思いついてもう一度脱いだ。

（しっかり踏みしめられるほうがいい）

　来実はテーブルクロスの下で立ち上がる準備をしていた。

　にらみあう来実と男の姿に、店内が不穏な空気に染まっていく。客をなだめようとしているスタッフの他に、こちらに近づいてくる人間も何人かいる。

　男は遺影に水をかけると、座ったまま来実に背中を向けた。口の両側に手をあて、メガホンのような形を作った。店の中央に向かって声を張り上げる。

「みなさーん、訊いてください。この女はねえ、一人でこんないい席を独占してるんですよー。ずるくないですかー！」

　来実は男の手首をつかむや、背中にねじりあげる。男が喚いた。

「なにすんだよ。放せよっ、ブス！　本当のことを言ってるだけじゃないかよっ」

　来実は男を椅子の背に押しつけて、なんとか動きを封じようとした。そうはさせじと男が抵抗する。

「いてえっ、骨が折れる！」

　男は大袈裟に悲鳴をあげて痛がった。

　暴れた男の足がテーブルを蹴飛ばした音。カトラリーが床に落ちる音。食器の砕ける音。それらに女性客の悲鳴が重なる。

　警備員をともなってきた男性を見て、来実は目を見開いた。昨日のフロアマネージャーだった。

「……騒ぎの元は立花様でしたか」

　昨日の一件が尾を引いているのだろう。フロアマネージャーの男性から来実に向けられた視線は、氷のように冷たかった。

　言葉にこそしなかったものの、その目は「オーナーの客だから、我々に文句は言えませんが」といっているかのようだった。

　警備員がさりげなく来実から酔っ払いの男を引き取った。

「別室にご案内いたします」

　警備員は男に穏やかに言葉をかけ、背中に手を優しく添えている。男も丁重に扱われているとわかったのか、項垂れて室外へと向かった。

　不快な思いをさせられたのは来実なのだが、騒ぎを大きくしてしまったことで、周囲には彼女が騒ぎを起こしたように見えているのだろう。

「立花様も同席をお願い致します」

　フロアマネージャーは低く、それだけを言うと踵を返した。来実も当事者なのだから、当然のことだ。

「お騒がせして、申し訳ありませんでしたっ」

　来実は怯えた表情でこちらを見ている店内の客たちに向け、深々と一礼をしてから警備員の後を追った。

　警備室に連れていかれた途端、男は寝てしまった。目を覚ますまで来実も付き合ったので、男への聴取と厳重注意が終わったのは三時間も経過してからだった。

　彼女が警備員に先導され通用口から出たとき、レストランは既に閉店時間を迎えており、店を照らしていたきらびやかなライトはとっくに消されていた。

　建物の裏から正面にぐるっと回りながらレストランの外壁を見上げ、来実は小さくため息をついた。

（一年に一度の、特別な時間だったのに）

　いつもなら幸せな気持ちで店をあとに出来るのに、今日ばかりは心が沈んで浮上できない。

（最近、お父さんを思い出さない日もあって。今日は思いっきりお父さんとおしゃべりしようと思ってたのにな）

　下品な男を無視できなくて、自分で台無しにしてしまった。

「お父さん、ごめん」

　なにげなくバッグの中に入っているはずの父の写真に手を伸ばそうとして、ないことに気がついた。特等席に置き忘れてしまったのだ。

　警備員に断って再び店内へ入れてもらった。

「残っているスタッフがいるようですので、私は持ち場に戻ります。帰るときに声をかけてください」

　来実の事情を聴いた警備員は彼女に同情的だった。丁寧に言うと、警備員室へと戻っていった。

　店内の奥にぼんやりとした光があり、人影が動いているのが見えた。来実はほっとして、声をかける。

「すみません」

　来実の声に人影が反応した。

　彼女の目の前に現れたのは一人の男性であった。きりりとした眉。少し目じりが下がっていて奥二重であるが、鼻はすっと高い。いわゆる、整った顔立ちである。

　顔のラインはシャープだが、意外にあごのラインや腕や背中、下半身はしっかりしている。

　白いワイシャツ、黒のベストに黒のパンツの制服が、彼のために誂えられたのかと思うほど似合っている。機能的な服装が、なまめかしくも禁欲的にも見える。

　彼のような、逞しくて美しい男性にサーヴィスされたら大抵の女性はのぼせてしまいそうだ。勿論、来実も。

「……なんだ、あんたか」

　彼が呟くまで、彼女は見惚れてしまっていた。

「なんの用。もう営業は終了してるんだけど」

　ぞんざいな口ぶりに彼女はむっとしかけたが、すぐに自分が犯した失態を思い出す。

「ご迷惑をおかけしました」

　来実は勢いよく頭を下げた。理由がどうあれ、店に迷惑をかけてしまったことには変わりがない。

「……どっちの件に対する謝罪？」

「え？」

　言っている意味が判らず困惑する来実に向け、男性はく、と喉の奥で嗤った。

「誤認逮捕？　店の営業を妨害したこと？」

　来実は男をふたたび見つめた。記憶の中の男が、目の前の人物と重なる。

「昨日の人!?」

　思わず叫んでしまった。

「そう。あんたが強盗犯と間違えたコックだよ」

　男性は歪んだ笑みで肯定した。

（そうだ、ここのスタッフだったんだ！）

　フロアマネージャーが現れた時点で思い出すべきだったのだ。動転していたのだろう。誤認逮捕してしまった人物と鉢合わせするなど、予想もしていなかった。

　とはいえ、である。

　昨日の彼は、帽子でぺたんと寝てしまった髪と、痛々しくはれ上がった瞼まぶた。ひっきりなしに繰り返されるくしゃみと止まらない鼻水で、始終顔を歪ませていた。

　それが……。

　来実はあらためて男性をまじまじと見つめた。

「……どうして、こんなに違うの」

　来実は呆然と呟いた。

（こんなに素敵だなんて。言われなければ、わからなかったよ！）

　モンタージュ写真があてにならないのがよくわかった。特殊メイクをしたわけではないのに、この変貌ぶりはなんなのだろう。

「それはこっちの台詞だ。女はほんと、化けるよな」

　来実の言葉を真似て、男性が呆れるように言った。










第二章

恋のかけらは厨房に落ちている











　幸田こうだ匡史まさふみはサーヴィスをしながら、特等席の客を遠目から見ていた。

（今年も彼女のテーブルを任せてもらえなかった）

　公にしていないが、匡史はオーナーの息子である。

　匡史は大学を卒業する際、夜間の料理学校に通っていたことを初めて父に明かした。あらためて「父さんの店に入り、いずれは料理長としてあとを継ぎたい」と申し出た。

　けれどオーナーである父親からは「欲しいなら、実力で勝ち取れ」と言われてしまう。

　三年ほど他店で修行したのち、匡史は特別視を嫌って母の旧姓で入社した。匡史とオーナーとの関係を知っているのは、父の友人のフロアマネージャーのみである。

　ある日、匡史はオーナーから、いきなり異動を命じられた。

「しばらく厨房を離れろ。お前には、サーヴィスをしてもらう」

　店での絶対権力者からの命令でも、匡史は納得できない。

「なぜですか！」

　匡史に訊かれるまでもなく、オーナーは言う。

「自分でもわかっているだろう。お前はレシピ通りに作るのは上手でも、人の心に届く料理が作れていない」

　指摘されて、匡史は唇を噛みしめた。

　彼の料理は、スタッフ間の講評会でも〝特徴がない〟、〝可もなく不可もなく〟という評が多かった。

　どこが悪いのかがわかれば、直しようがある。匡史が問われていたのは、五感を駆使したうえでのセンスの問題であった。

　彼は翌日からフロア担当となった。

　ル・タン・ウールーの客は、雰囲気や店のしつらえなど、レストランが提供する全てを味わいに訪れる。そのなかでもサーヴィスは重要で、料理の一部と認識している客も多い。

　……わかっていても、匡史は前向きになれない。

　銀盆とナプキンを携えて登場した匡史に、女性客は目の色を変えた。彼の冷たい目、滅多に笑みを浮かべない顔に、女主人にかしづく冷徹な執事でも連想するのか。

　他のサーヴィスマンのような気配りをできない匡史に、給仕してほしがる。

　周囲の男性客からはにらまれたり、嫌味を言われたりする。

　女性からうっとりと所作を見つめられているだけでは得るところは何もなく、オーナーからの命題「料理に必要なことをサーヴィスから学べ」ずにいる。彼の苛立ちは増す一方だった。




　そんな日を過ごしていくうち、匡史は「特等席の客に認められれば、厨房に戻れる」と思いつく。

　匡史は特等席専用の冷蔵庫に自作のデザートをコッソリ忍ばせておいたのだが、担当のコックにばれ、ペナルティとして特等席の清掃を命じられていた。

　むしゃくしゃしていたところに、彼女が飛び込んできたのである。

　酔っ払いを警備員が連れ出すとき、匡史は初めて特等席の客の顔を見た。

　自分を逮捕した女性だとすぐにわかった。

　匡史の中で、〝深窓の令嬢〟〝たおやかな美女〟というタイトルをつけられていた肖像画が砕け散った瞬間である。

「特別な客が暴力警官だったなんて。俺の夢をどうしてくれる」

　匡史はわざとらしく嘆いてみせる。

　目の前の女性は、しおらしい表情からムッとした表情になって言い返してきた。

「あなただって、あんな怪しい格好して紛らわしいのよ！　私が逮捕しなくっても、いずれは職質されてたんじゃないの？」

　確かにあの日の恰好は我ながら酷かったと匡史は思う。だからといって、ドレスコードだけで逮捕していたら、世の中怪しい人間だらけになってしまうではないか、と考えなおした。

「は！　警察って、あんたみたいな馬鹿の集団なのか？」

　匡史はわざと馬鹿にしたように言ってみた。彼女が反撃しようとして口を開きかけたが、言わせない。

「大体あんた、ウチの店に迷惑かけておいて、よく偉そうな態度をできるよな。客だから、なにしても赦されるとでも思ってるのか？」

　そうだった、という表情をしてみせる来実を見て、匡史は正直な女性だなと思った。

「あらためて、すみませんでした」

　彼女に頭を下げさせたものの、匡史の腹の虫は収まらない。

「〝ゴメンで済んだら警察は要らない〟。言葉じゃなくて、あんたの体で誠意を見せろよ」

　匡史は彼女を挑発した。

　来実が自分をにらみつけながらも、口をへの字にしている。文句を言い返したい、でも我慢、とでも考えているのだろう。

　内心、噴きだしそうになりながら匡史は冷たい表情を保ち、彼女がどう出るのか見守った。

　来実がなにかを探すような仕草をした。つられて匡史も視線を動かしてみる。

　彼女は目当ての物を見つけたようで、床に屈みこんだ。

　匡史が近寄って後ろから覗きこむと、来実は写真立てを拾い上げ、ガラスの割れたフレームから丁寧に外して、バッグの中にしまいこんでいた。

「おい」

　無視された匡史が再び声をかける。

　来実は匡史が使っていた掃除道具を手にとり、惨状を隠していたパテーションをどかし、特等席と周りを掃除しだした。

「俺が言ったの、そういう意味じゃないくらいわかってるだろ。なに純情ぶってんの？」

　来実は匡史の嘲笑など気にせず、ガラスの破片を拾い、床や椅子も丁寧に拭いていく。綺麗なワンピース姿なのに、構わず床に膝をついている。

「…………」

　真摯な彼女の姿に、ひねている自分が馬鹿らしく思えて、匡史も手伝い始めた。




　掃除し終えると、彼女はテーブルを愛おしそうに撫でてから一礼した。なにかの儀式のように思えて匡史が見つめていると、来実と目が合った。彼女がぺろりと舌を出す。

「今日ね、私の誕生日なの。だから毎年ここに、父の知り合いが招待してくれるの。……でも、流石に来年は呼んでもらえないかな。ほら、大立ち回りをしちゃったから」

　わざと明るい口調で話すと、来実は慌てて顔をそむけて目元を拭った。

　匡史の胸に複雑な感情が湧いてきた。

　この店に入社したときから、匡史は彼女が気になっていた。

　彼には、幼少の頃から自分の誕生日を父親に祝ってもらった記憶がない。

　自分だけではない。匡史の母親も、誕生日ディナーはおろか、プレゼントを贈られたことすらない。それなのに目の前の女性は、父親に特別扱いされている。

「オーナーの特別な客」とはまさか、父親の愛人なのだろうか。

　彼女に対する漠然とした興味は、怒りと嫉妬にとってかわられる。

「知り合いって、オーナーのことだろ。あんた、あの人とどういう関係？」

　匡史の問いに、来実は驚いたようだった。

「ここのスタッフなら、誰でも知ってる。あんたが彼の特別な客だってこと」

　指摘してやれば表情を固くした彼女に、匡史は図星かと思った。匡史は冷たい表情で遠慮なく言葉を投げつけた。

「毎年、あんたのテーブルを担当したコックが名刺を置いてくだろ？　あんたに認められれば、オーナーに売り込むことができるからだ」

　彼女の喉がひゅ、と鳴った。

　匡史は、父親の大事なものを汚してやりたいという衝動のまま、さらに言葉をぶつけた。

「もしくはパトロンになってもらえば、店を出せるかもしれないって考えてる。別にあんたがいい女だから、口説いている訳じゃない」

　黙り込んでしまった彼女を見て、匡史は流石に言い過ぎたかと思った。

　俯いてしまった来実に、なんと声をかけていいのかためらっていると、彼女が匡史をにらみつけてきた。

「なんで、そんなこと貴方に言われなくちゃいけないの!?」

　怒りだした彼女に匡史は目をぱちくりとした。

「確かに父の知り合いはここのオーナーかもしれないし、私がお店でご馳走になってることは事実。だけどコックさんはオーナーに命じられて作ってくれてるだけ！　オーナーやコックさんの好意を、へんに勘繰らないでっ」

　匡史は匡史で、来実の「オーナーや店を自分のほうが理解している」ような物言いに腹が立った。

「迷惑なんだよ！　あんたみたいな人間には、この店の客の資格はないんだ！」

　来実のテーブルを任されないかと浮足立つ同僚が腹立だしい。

　たった一人の客の為に、貴重な特等席をキープしている父親を理解できない。

　そしてなにより、創作料理が苦手な自分が、来実のテーブルを任されることはないだろうという事実に匡史は苛立っていた。彼女は匡史にとって、目障りな客だった。

　匡史の言葉に、来実の表情が消えていく。

「……確かに。さっきの酔っぱらいに媚びる必要なんかないし、暴れて迷惑をかけた私には客の資格がないかもしれない」

　来実の声が低い。

「店の格式もあるだろうし、店が客を選ぶのも大事なことなんだろうな、とも思う。でもね、店にふさわしくない客でも、居心地がいいように気遣ってくれてこその一流店じゃないの？」

　来実の怒りの方向は、匡史の意図と微妙にずれていた。しかし、彼女の言いたいこともわかって、匡史は虚を突かれる。

　来実はなおも言い募る。

「客を見下してこの店のスタッフらしくないことを言う貴方こそ、ここで働く資格がない！」

　飾らない言葉が、匡史の心に届いた。

　勝手に盛り上がっていたのは、匡史たちスタッフのほうである。来実自身は金持ちであるともグルメであるともアピールしたことはないのだ。

「……ごめんなさい。私、八つ当たり」

　来実小さく呟いた。

　匡史も、怒りにのぼせていた頭が急速に冷えていくのを感じた。

　唇を噛みしめ、小さく震える来実を見て、匡史は抱き寄せたくなった。つい、のばしかけてしまった手を、ぐと握り締める。

「俺もキツいことを言った」

　二人の間に沈黙が落ちた。




　言ってスッキリしたのか、来実は匡史の目を見ながら訊ねてくる。

「ご飯食べた？」

「……いいや」

　突然の問いにとまどいながら、匡史は答えた。まだ、賄いを食べていなかった。訊かれたことで、空腹を思い出し腹の虫が鳴った。

　来実は目を彷徨わせたかと思うと、すたすたと厨房に歩いていく。

「部外者がウロチョロするな！」

　匡史が制止したが、彼女は振り返りもしない。

「借りるね」

　一言だけ返してきた来実に、諦めのため息を吐き出すと匡史もついていった。

　厨房内にあるステンレス台に向かって、なにか作業をしている来実を見ながら、匡史は思い返す。

　掃除していた時の来実の、伏せられた睫まつげ。

　顔にかかる髪をかきあげるたびに覗く、耳たぶが美味しそうだった。

　破片を一つ一つ拾っていく、優しい手。スカートの裾から見えていた丸い膝小僧や、ノースリーブから見えたむきだしの腕。撫でてやりたくなる。

　背中の上部はレース素材になっていて、肩甲骨が透けて見える。見せつけるためではないのだろうが、彼女が腕を動かすたびに、羽のように動くのが悩ましい。

　今は俯いているので、うなじがあらわになっている。キスしてみたら、彼女はどんな反応を見せるだろう。

　ワンピースはすとんとしたラインだが、来実が動くたびに体の凹凸が浮き上がる。抱きしめて腰のくびれを堪能したい。

　匡史が来実を雄の目で見ているというのに、彼女は無防備で危機感も持っていないようだった。舐められているのかと思えば、プライドが傷ついた。みくびられた怒りが、欲望を後押しする。

「……こんなシチュエーションを作り出した、あんたが悪い。押し倒されても文句を言うなよ」

　匡史は口の中で呟いて、来実に手を伸ばしかけたとき、彼女が振り返った。手には皿を持っていた。載っているのは塩にぎり。

「お待たせー。ごめんね第二弾！　お腹すいたでしょ？」

　あれで謝ったつもりかよ、と匡史は突っ込もうと思ったが言葉を呑み込んだ。彼女の表情から鬱屈したものがなくなり、どきりとするほど綺麗な笑顔だったからだ。

　匡史に気に入られたい、あわよくば付き合って周りに自慢したい。そんな打算のかけらもない表情が、匡史にはかえって新鮮であった。

　皿に添えられた爪は、桜の花びらのような淡いピンク色。握り飯と一緒についばみたくなる。

「プロに飯を食わせるなんざ、いい度胸」

　憎まれ口をきいてみたが、来実はにこにこしたまま食べろ、と差し出してくる。半ばヤケになって匡史はかぶりついた。

「ん！」

　彼は目を見開いた。

　しっかり握られているのに口に含めば、ほろほろ崩れる。絶妙な塩加減に、あっというまに一つ目を食べ尽くしてしまう。

「私、おにぎりには自信あるよ！　どうしてかっていうとね、お父さんに仕込まれたの。あと、「人間、米を炊けて味噌汁が作れれば死なないよ」って。……どうかした？　泣くほど、しょっぱかった？」

　来実の心配そうな声に、匡史は初めて自分が泣いていることに気が付いた。

　匡史は祖父のことを思い出していた。

　町の食堂のコックだった祖父は、今でも匡史のヒーローである。

　祖父は「人間てのはなあ、美味いもん食えば元気が出るし、幸せになれるんだ」が口癖だった。その言葉通り、料理を食べにきた客が笑顔で帰っていくのが、匡史の自慢だった。

　祖父が作った店を、父が一流店に育てあげた。

　想いを継ぎたくて「この店を継ぎたい」と父親に頭を下げた。努力の末に結果があると信じて、必死に料理に向き合ってきた。

　いつのまにか評価ばかりを気にして、目指していたものを見失っていた。

　情けないと思いながら、匡史は肩を震わせるのを止められなかった。

　優しい手でくしゃくしゃと髪を撫ぜられた。

　引き寄せられて匡史は頭を彼女の肩に預けた。匡史より小さなはずの来実が、ぽんぽんと背中を叩いてあやしてくれる。

　匡史の手が自然に彼女の背中に回り、二人は抱き合う恰好になった。

　彼女がおだやかな声で話しかけてきた。

「私ね。このお店に招待してもらって、出されたものを食べた瞬間、心と体に染み渡るみたいに感じた。「きちんと手間をかけた料理を食べると元気が出るんだな」って思い出したの」

　来実の言葉を聴きながら、匡史は「彼女はわかってくれる人だ」と思った。

「サーヴィスの人は、家に帰ってきたときみたいに出迎えてくれる。マナー違反をしたら、さりげなく教えてくれた。ここの人たち、居心地を良くしてくれる達人だよ」

　来実の言葉に、あらためて気が付いた。父の店は、祖父の店だったときのように親しみやすくて優しい。

「ここが人気あるのわかる。食べ終わって帰るときには、幸せな気持ちになってるもん。貴方も、この店で働いていること自慢していいと思うよ」

　彼女のなぐさめが、匡史の心に沁み込んできた。

　匡史はようやく来実のことを誤解していたことに気づいた。

　彼女はル・タン・ウールーが三ツ星だから。ここで食べるとステイタスだから。そんな理由で食べに来ている訳ではないのだ。

　来実が、コックの想いをきちんと受け止められる女性だからこそ、オーナーである父は彼女を毎年招待しているのかもしれない。

　匡史の心臓が高鳴る。

　彼女こそが探していた、秘密への扉の鍵なのかもしれない。




　来実は唐突に、抱きしめられていることに気が付いた。

　男性の逞しく、熱い体。やや、早いような心臓の音。ほんのり漂う汗の匂い。

　頭の上で、匡史がごくりと喉を鳴らした。来実の体温がつられて上がり出す。

　なんとか距離をとろうと、前面から暴漢に羽交い締めされたときの対処法も試みたが、役に立たない。

　彼の背中をタップするも、力はますます強まるばかり。

「ね、ねえ。おにぎり固くなっちゃう。……ちょっと、離れよう？」

　来実は、自分の声が頼りなくて甘ったるい気がしてしまう。途方にくれた来実の声を気にしていないのか、匡史は一言。

「いやだ」

　男の顔が近づいてきたなと思ったら、唇を柔らかいものがかすめた。

　後頭部をしっかり抱えこまれて、動けない。来実が見たものは男の顔のアップと、長いまつげ。

　キス、されたと認識したのは匡史の唇が離れてからだった。

「な……！」

　乙女の唇を盗んだ悪党とか、叫ぶつもりはない。モデルか俳優のような男に唇を奪われる。平凡な彼女の人生ではありえない出来事が起こったのだ。

（これ、現実？　夢オチじゃないの？）

　状況を理解しかねている来実とは正反対に、匡史は余裕だった。

「米粒、ついてるぞ」

　来実をみつめたまま、匡史の顔がもう一度近づいてくる。匡史に、唇の近くをぺろりと舐められた。

　男の舌が米粒を彼の口に運ぶのを、来実は呆然と見ていた。

　彼がにやりと笑う。泣きべそから一転、男の顔になった匡史に、来実は不覚にもときめていてしまった。

「今日はこれで帰してやるが、覚悟してろよ。全力であんたを口説き落とす」

「はいいっ？」

　予想外の宣言に、来実は素っ頓狂な声を上げてしまった。

　自分と彼は、直前まで険悪だったはずだ。どこをどうしたら、口説かれるシチュエーションに繋がるのか、来実には理解できない。

　冗談だよねと匡史の瞳を見つめれば、物騒な光でぎらぎらしている。

（ひえっ）

　来実は慌てて首をひっこめた。

　てきぱきとあたりを片付け終わった匡史に言われた。

「家どこ？　送っていく」

　来実はぶんぶんと首を横に振る。

「けけっ、結構です！」

　一緒に歩くなど、とんでもない。

　いい男に免疫がないことは自覚している。狼に食われる赤ずきんから、ネギを背負って鍋と調味料まで用意している鴨にジョブチェンジしそうである。

　匡史に呆れた、という表情で見つめられた。

「わかってないな。あんたを送るのは俺のような被害者を出さないためだ。どうせ、あんたのことだ。犯罪のないところに事件だー、って首を突っ込むに決まっている」

　……来実は巡回のとき、ラブホテルに入りかけている年の差カップルを淫行と間違えて職質してしまったことを思い出した。女性は恥ずかしがっていたし、男性は額に青筋を立てていた。

（ううう、反論できない！）

「ぐずぐずするな、ほら行くぞ」

　匡史は来実の肩を抱くと歩き出そうとしたが、彼女は動くまいと足を踏んばった。

「無駄な抵抗はよせ」

　目を見つめられ、低い声でささやかれると「完全に包囲されている」気になるのはなぜだろう。

「ああ、そうだ。あんたの名前を教えろ」

「なんで私の名前？……まさか、実名で投書されちゃうの？」

　来実は青くなった。たしかに、それだけのことはしてしまっている。

（始末書、何枚書けばいいの？　ひょっとして減給された挙句に自宅謹慎を経て、免職……）

「するか、そんなこと」

　匡史の言葉にほっとしかけたが、男の表情を見て、ギクリとした。ニヤニヤと悪者のような顔をしているのだ。

「でも、そうだな。あんたが教えてくれないなら、ＳＮＳに投稿しよっかなー」

　来実は固まった。

「きょ」

　脅迫でしょ、それ！　と抗議するまえに言葉がかぶさってきた。

「憶えてるだろうけど、一応言っておく。俺の名前は幸田匡史。それで、昨日も今日も大活躍だったお巡りさんの名前は？」

　来実は被疑者のように黙秘権を行使した。ところが、目の前の男のほうが何枚も上手だった。

「五秒以内に言わないともう一度キスするぞ。いーち、にーい……」

　カウントダウンとともに、男の影が被さってくる。

（待ってえええ！）

　落下型アトラクションに乗ってしまったときのように、来実は心の中で悲鳴をあげた。

　美しい男性というものは、遠くで見ている分には目の保養である。が、触れられるほどの近さで動かれると、心臓に悪い。

（この人、ぜぇーったいに自分の魅力わかってる！）

　どうすれば彼女がドギマギするか、計算して仕掛けてきている。

　来実の周りには同僚か犯人、もしくはマイナス十才以下か、プラス五十才以上の男性しかいない。

　人生で二度ほど彼と呼べる人がいたことはあるが、気が付いたら自然消滅。ここ数年はロマンスの華が咲く気配すらない。

（男女間のあれこれを未修学なまま、危険人物と出会ってしまったー！）

　あと三秒で、またキスされてしまう。されてしまえば、自分は。

（まずい。これ以上はよくわからないけど、とにかくまずい！）

　彼女は心の中の危険信号に従うことにする。

「たっ、立花、来実っ！」

　名前を教えてしまった。

「なんだ、残念。もっと抵抗していいんだぞ？　白状するまでキスしてやったのに」

　匡史は残念そうだったが、来実は心臓発作寸前である。

「まあ、いいか。ほら来実。いくぞ」

（よ、呼び捨て……っ）

　完全に匡史のペースだった。

　寮への道すがら出勤時間まで訊き出されてしまい、とうとう寮の入口まで送られてしまった。

　名残惜しそうな匡史の手が肩から外されると、寒さに来実は少し震えた。

　す、と顔の上に影が差したので見上げると、頬を撫でられた。

「じゃあな。風邪ひかないように、早く中に入れよ」

　呆然とした来実が我に返って建物に走り込むのは、匡史の姿が見えなくなってからしばらく経ったあとだった。










第三章

交差点で愛は育つ











「まずい、遅刻する！」

　来実は慌てて飛び起きた。

　昨晩、匡史のことを考えて寝付けなかったのだ。

（じいっと見つめられて。キス、しちゃったああ！）

　ベッドの中で、繰り返し思い出しては悶えてしまった。

　ブラウスのボタンをいじっていた手がとまり、視線がうっとりと空にさまよいだす。

「何年ぶり？　ドラマみたいだったなぁ。……なに考えてるのよう！」

　甘い追憶にひたりそうになり、ぶんぶんと激しく頭を振った。

　タイマー代わりにつけてあったＴＶの電源をオフにする。戸締り、火の元をしっかり確認。

「じゃあね、お父さん。行ってきまーす」

　テーブルの上の父の写真に声をかけた。

　独身寮の玄関を出た瞬間、来実は固まりかけ、一秒後。

「こ、幸田さんっ？　なんで、いるの！」

　彼女は思いきり叫んでしまった。眼の前に、匡史が佇んでいるのを見つけてしまったのだ。

「俺がここにいて、なにか問題になるのか？　それとも、職質？」

　ガードレールにもたれていた匡史が、物憂げに身を起こす。

　カーディガンにＶネックのＴシャツ。チノパンに、ローファーというシンプルな装い。

　強盗に間違われたことに反省したのだろうか。色の入っていない眼鏡に、帽子はかぶっていない。花粉症がつらいのだろう、やはりマスクはしている。

　顔はわからないはずなのに、道行く女性がちらちらと視線を投げてくる。

（ハンサムとは、醸し出す雰囲気からして二枚目なの？）

「そ、そうよ。ここ、女子寮なんだから！　場合によってはストーカー罪を適用します。あらためて幸田さん、なんでここにいるの？」

　どぎまぎした反動で、来実は不機嫌な顔をしてみせる。

「人聞きの悪い。護衛に決まってるだろうが」

　匡史が唇を笑みの形にしただけで乱打する心臓を、来実は叱りたかった。

「護衛なんて、余計なお世話っ」

　来実はむっとして叫んだ。警察官が市民を守るべきである。

「何度言えばわかる。ノーモア誤認逮捕だ」

　匡史に言われて、ぐぬぬ……と来実は唸った。

「要するに幸田さんは、私から市民を護衛する、て言いたいのね？」

　会えた嬉しさ半減、来実は口を尖らせる。

「ご明察。あんたのことだから、通勤ラッシュでたまたま当たった手の持ち主を痴漢扱いしかねない」

「でもっ、あれは本当に痴漢だったし……っ」

　彼女の言葉を聞いた瞬間、匡史の顔が険しくなる。

「痴漢に遭ったのか？　いつ、どこで！」

　鋭く詰問されてしまう。余程、犯人扱いされたことがトラウマになっているらしい。

「私じゃない！　隣に立ってたＯＬさんがもぞもぞして触られてるってわかったから、後ろにいたオッサンの手首を掴んで駅に降りて。無駄な抵抗するから、背負い投げかけただけっ。相手には怪我させてない！」

　来実はなぜか、言い訳しなければならないような気分になった。

　あからさまに匡史がほっとする。そんなに犯人を心配しなくてもいいのにと来実は思う。

「とりあえず、電車乗るぞ」

　当然のように肩を抱いてきて、駅に向かおうとする。来実の心臓がドキン、と鳴った。

「ちょ、ちょっと！　幸田さんてば！」

　呼びかけると匡史は立ち止まってくれたが、一言。

「俺のことは匡史って呼ぶように」

　微妙な顔をした来実を、匡史は平然といなす。

「今後、あんたの口から俺の苗字が聞こえるたびキスする。こら、逃げるな」

　逃げようとした来実をぐい、と引き戻す。来実はあっけなく匡史のもとに戻されてしまう。

「は、離して！」

　じたばたしてみたが、無駄な抵抗だった。

「肩を触られるのが嫌なら、腰を抱いて歩くけど？」

（だっ、抱くとか言わないでええっ）

　来実は悲鳴をあげそうになる。この男は、来実の許容量を超えている。

「せ、せせセクハラなんだからねっ」

　来実は思ってもみないことを言ってしまう。言った途端、手を離されたらどうしようと相反することを考えた。

　匡史にじいい……と観察される。彼女はいたたまれなくなり、目をそらした。が、両頬に手を添えられて、目を合わせられる。

「ハラスメントってのはな。俺のことを、来実が嫌がっている場合に適用されるんだよ」

　ささやかれ、ニッと微笑まれた。

　匡史の言葉に、来実は今なら死ねる、と思った。照れているだけなのを、見抜かれている。

　電車の中で来実は扉に背を押し付けられ、匡史の腕の檻に閉じ込められてしまった。

（こんなに警戒しなくったって！　私だってしょっちゅうミスしてる訳じゃないのに）

　来実は唇を尖らせたくなる。

　文句を言おうとして顔を上げ、どきりとする。匡史が自分を見降ろしていたのだ。

「あの」

　来実がいいかけると、唇を指で押さえられる。しーっというゼスチャーである。ただし、匡史の指が触れているのが、来実の唇でなければ。

（わっ、ああああ！　なに、この人―っ！　日本人の皮をかぶったフランス人なの!?）

　心の中では大絶叫である。

　少し、セピアがかったような瞳の色。匡史の目の中に自分の姿が映っていることに気が付いて、来実は目を伏せた。すると、男の胸が目の前にある。

　Ｔシャツを分厚い筋肉が盛り上げていて、逞しさが伺いしれる。

（着痩せして見えるけど、ちゃんと鍛えてるんだ。……そういえば背筋もすごかったっけ）

　呼吸で上下する匡史の胸を見ていると、来実は呼吸がうまくできなくなる。

　電車を降りると、匡史は当然のように来実の肩を抱いて歩きだした。電車の中でぐったりしていた彼女は、なすがままだった。




　来実が勤務している警察署は、寮から三駅。管轄の中に日本有数のターミナル駅を擁している。乗降客数も観光客も多く、犯罪率も高い。

「めまぐるしく変わっていく町の隣が、ゆったりした時間の流れる町っていうのは。毎日通ってるのに違和感があるな」

　匡史が呟く。

　同感と思いつつ、来実は彼を意識してしまって、話せない。

　普段きょろきょろしながら歩く通勤路だが、今日は俯いているうちに職場に到着してしまった。

　警察署の前で立ち番をしている男性が、二人のほうを向いて固まっている。

　彼女が匡史を署に連行したことは、知られていない可能性が高い。

　来実がおひとり様を毎年更新していることは職場中に知れ渡っているから、彼女が男と連れだって出勤してきたという事態に驚かれているのだろう。

（みんな、なにげに失礼よね）

「じゃあ」

　匡史に言われて、来実は別れなければならないことに気がついた。なぜか、寂しく感じてしまい、思わず彼を見つめてしまう。

「弁当を作ってきた。昼にでも食え」

　渡されたのは、ずしりとしたバッグ。

「私に？」

　驚いて聞き返す。

「他に誰がいる」

　匡史が聞き重ねると、立ち番の男性がいい笑顔で、手に持っていた警戒杖を上げてアピールしてきた。匡史は彼を無視し、来実に詰め寄った。

「あんた、昨日恐ろしいことを言ってたよな」

　彼の目が怖い。

「え、ええと……？」

　来実は目を反らして、昨晩の言動を思い出そうとする。

（だめだ。どのワードが地雷かわからない）

「なにが『米が炊けて、味噌汁があれば生きていける』だ？」

　匡史の言葉に、来実は首を傾げる。

　それのどこがいけないのだろう。来実は少しの間考えて、ぱ、と顔を輝かせた。

「心配してくれなくて、大丈夫！　食堂でバランスのいい食事摂れてるし。自分で作るときは、お味噌汁に野菜をたっぷり入れてるし。たんぱく源として、冷ややっこと生卵食べてるから！　完璧でしょ」

　来実が自慢そうに言うと、立ち番の男性からぶ、と吹きだす声が聞こえた。匡史はちらりとそちらを見たあと、首を傾けた。つられて来実が顔を傾けると、彼の唇が彼女の頬を啄ばんだ。来実は抗議したいのに、口を開いても言葉が出てこず、固まったままだった。

　匡史は彼女に渡したバッグを指さした。

「バッグの中に、アンケート用紙を入れてある。『面倒くさい、梅入りおにぎりでいい』は却下。しっかりと答えたら、ご褒美に来実の好きなものを作ってやる。ああ、容器は回収に行くから、心配しなくていい」

　匡史が指示を出す。

「店が終わったら電話する。あんたの携帯の番号を教えろ」

　匡史は自分の携帯を取り出し、来実にも早く出せ、と促してくる。来実は、つい携帯を渡してしまった。

　匡史はさっさと番号の登録をし終えると、携帯を彼女に返して立ち去りかけた。

「ま、さふみさんっ。お弁当ありがとう！」

　来実が礼を言えば、匡史が邪気のない笑顔を浮かべたので、彼女の心臓は止まりそうになった。

（は、ハンサムて物憂げな顔もカッコいいのに、笑顔も殺人的なのね……！）

　自分以外にも死にそうになった女性はいるはずだ。過失致死の疑いで彼の指名手配書を探さねば、と働かない頭で必死に考えた。

「どういたしまして」

　戻ってきた匡史は彼女の正面まで戻ってくると、頬にさりげなく手を伸ばしてきた。自然に匡史のほうへ体が傾いてしまう。

「じゃあな、しっかり働くように。けど、無茶はするなよ」

　来実の髪にキスをして、匡史は立ち去った。

　あとには、真っ赤になった来実と鼻を押えている立ち番の男性のみ。

　その後、署内に「立花巡査にイケメンの恋人現る！」というニュースが飛び交った。




　昼。

　来実はいそいそと匡史からの弁当を取り出した。

　ぶりの照り焼き、つくねに卵焼き。かやくごはんに、漬物。インゲンの胡麻和え。ほうれん草のバターソテー。彩り豊かに、バランスよく収まっている。

「おおお、流石プロ！」

　来実は思わず歓声をあげてしまう。

　通りすがりの同僚たちが覗き込んきて、羨ましそうな視線のなか口に運んだ。瞬間。

「美味しーいっ」

　叫んでしまった。

　米粒一つ残さず食べ終わり、来実は大満足である。

　匡史の言葉通り、バッグの中にはアンケート用紙が入っていた。

　詰められていたおかず一つひとつに対して詳細な感想を願うアンケート用紙に、来実はこの弁当が匡史にとって仕事の一部なのだと思い至った。

（そっか。フレンチと和食の違いはあっても、リサーチって大事なんだろうな）

　自分のためを思っての弁当ではない。その事実に彼女はなぜか落ちこんだ。

（でも、こんなに美味しい料理を作ってくれたんだから）

　匡史のために、来実はできるだけのことをしようと思い直し、丁寧にアンケートに答えていった。




　昨日はアクシデントに見舞われたル・タン・ウールー。ＳＮＳで確認したが、特に悪意のある書き込みを発見することなく、本日も大盛況のうちに営業を終えた。

　匡史は、はやる気持ちのままロッカー室に向かうと、着替えもせずに携帯を確認してみた。

　不要な連絡は多いのに、肝心な人間からはメッセージすらない。がっかりしている自分に、匡史自身が驚いた。

　昨晩、厨房で話しているうち、来実に毎日弁当を届けようと考えついた。彼女の貧相な食生活が気になったし、客のことを想った料理を作ってみたいと思ったのである。

　来実と別れたあと、携帯電話から会社のホームページにアクセスし、以前、彼女に供したメニューと担当コックを調べてみた。

　彼女は健啖家のようで好き嫌いもないらしく、匡史はあれこれとレシピを考えることを初めて楽しいと思った。

　……結局、メニューブックからは彼女の傾向はわからず、とりあえず最初は和食にしてみた。

　自分の作った弁当は彼女の好みに合っていたのか、いなかったのか。美味かったのか、不味かったのか。一日中、気になってオーダーを間違えそうになった。

「本当は、食ってるところを見たいんだけどな」

　来実の顔を見れば答えがすぐわかるのに。匡史は離れている時間を残念に思った。

　塩にぎりを食べていたときの来実の幸せそうな表情を思い出す。自分の作った料理で、あんな顔をしてほしいと想いながら、匡史は店を後にした。

　自宅へ帰る途中、何度も携帯を確認するが彼女からの連絡はなかった。

　痺れを切らした匡史は、自分から来実に電話をしてみた。出ないので、再びメッセージを送ってみる。

　待ちわびた返事が来たのは、匡史が寝ようとベッドの中に入ってからだった。

「お疲れさま。仕事終わったの？　お弁当、ありがとうね。美味しかった！」

　来実からのメッセージには、ニコニコしている絵文字や感動を表す画像が添付されていた。

　匡史は、いそいそと返事をした。

「ああ。これから寮に行ってもいいか？」

　匡史は来実からの返事をまたず、ベッドから起きだした。クローゼットの扉をあけたところで、メッセージが送られてきたが。

「ごめん、泊まりです」

　匡史は固まった。

「どういうことだ？」

　慌てて問い返せば、来実が勤務体制を教えてくれた。

　午前八時四十五分に出勤して、勤務が明けるのは翌日の午前十一時。

　それ以降は非番であること。この非番には自宅待機と、そうでないものがあること。その次の日が公休である。

「……大変だな」

　飲食業もハードな勤務だと思っていたが、彼女の仕事は予想していた以上である。

　なんとなく匡史は、警察官とはいえ女性は内勤で九時から十八時の勤務なのではないかと考えていた。

「どうするかな」

　匡史は考え込む。

　次の料理を届けたいが、彼が時間を取れるのは朝くらいである。

　店が終わってから弁当を作り出せば、渡せるのは真夜中すぎだ。当番中に持っていくのは迷惑だろう。

　かといって、宿直明けの彼女を呼び出すのも可哀想である。

　……匡史もであるが、毎日弁当を持っていくのは、来実に負担が大きいようだ。

「匡史さんも大変でしょ？　容器借りっぱなしになっちゃうけど、巡回するときにお店へ持っていくから」

　来実からは逆に気遣われてしまった。

　そんな風に言われてしまうと、会いにいきづらくなる。自分が彼女に食べて欲しいのだ。

　父からの命題を早く解明したいし、レストランのスタッフと不用意に接触させたくもない。

「わかった。あんたの一か月分の勤務スケジュールを教えてほしい。明日、仕事が明けたら連絡するから」

　匡史は自身の勤務表をにらみながら作戦を練ることにする。

　翌日、店に入る前に来実の勤務している姿を見ようと思い立った。

　彼女が勤務している交番は、匡史が誤認逮捕されたコンビニエンスストアの向かいにあった。

　丁度、彼女が立ち番をしている。

　おあつらえむきに交番を眺められる場所でカフェが営業していたので、匡史は店に入った。

　窓際の席から交番の外に立っている彼女を眺めながら、匡史は電車の中の来実を思い出していた。

　化粧っけがなく素顔にしか見えなかった彼女の顔。それは匡史の腕の中で眠る無防備な彼女の姿を連想させ、不覚にも体が疼いた。

　ブラックコーヒーを慌てて飲みくだす。レストランでのワンピース姿はムラムラとしてしまうから、あえて考えない。

　来実が、動いた。

　登校時間だったようで、小学生の一団が横断歩道を渡ろうとしていた。

　来実は全員に声をかけているようだ。一人が彼女とハイタッチをしだすと、残りの子たちが真似し始める。来実は面倒くさがらず、最後の小学生が渡り切るまでハイタッチを続けていた。

　匡史は妙にドキドキしながら、カフェから出て店に向かった。

　翌日以降もシフトを確認し、彼女がいるであろう日に交番を見に行った。

　信号が点滅しているのに、横断歩道を渡りきれずにいる老婆がいた。

　来実は反対側から駆け寄り、赤信号を一回やり過ごし、老婆をやさしく導いていく。

　途中で青信号が点滅するが、来実は落ち着いて自動車を制止させている。さりげなく、運転手に礼をしていた。




「さてと。今度の休みはなにをしてやろうかな」

　匡史は来実のシフトと自分のシフトを見比べながら考える。

　お互いの休みを合わせるのは難しいが、匡史はなんとか彼女との時間を作ろうとしていた。

　以前の彼は、女性の関心を得よう、恋人の心を繋ぎとめようと必死にあがく男の気持ちが理解できなかった。

　女性をリードするのも、プレゼントをするのも、女性をスマートにベッドに連れていくまでの手段に過ぎない。

　それが。

　来実の一挙手一投足から目が離せない。何に喜んで、何に怒りだすのか、ワクワクしている。

　評判の店に連れて行っても迎合しない。

　数万円するアクセサリーよりも数百円の小物に大喜びされる。

　赤ん坊が泣いていたのであやしていた来実は「笑ってくれた！」とガッツポーズをしてみせた。

「匡史さん、可愛い子犬がいたの！」

　何度、あんたのほうが可愛い、と言いそうになったことか。

　コンクリートの隙間から咲いている花を見つけては、しゃがみこんで見つめている。

「綺麗だなあ。こんなところでも咲いてて、偉いよね」

　満面の笑顔を向けられると、和む。彼女と一緒にいると、世界はこんなにも驚きに満ちているのかと思う。

　喜怒哀楽がはっきりしていて、嘘のつけない来実との時間は、楽しい。

「自分で払うよ、当然でしょ？　どうしてって……、奢られる理由ないし」

　不思議そうな顔で言われたときには、逆に匡史が驚いた。フリかと思えば、毎回折半にしようと申し出られる。都度、軽く喧嘩になる。

　この前はとうとう支払われてしまった。勿論、倍返しを画策中である。

　いくらプレゼントすると言っても聞こうとしない。断られ続けるのも、墜とし甲斐がある。

　匡史の出会ったことのない人種であることは間違いない。




　……初めは、自分を逮捕した女性警官をからかってやろうと思った。だから来実に近づいた。

　しかし彼女との時間が増えていくに連れ、そんな打算的な考えは消えていった。

　笑みを絶やさない彼女の姿に、見惚れることが増えていく。

　いつしか匡史は、大事な女性として彼女を見るようになっていた。

　初めの頃の彼女は、肩を抱き寄せただけで硬直していた。

　匡史が触れるたび彼女のリアクションが面白いので、ついスキンタッチをしてしまう。その彼女が最近は、匡史が手を添えれば素直に体を預けてくれるようになっている。

　見つめると真っ赤になるのが愛おしい。からかうと、頬をふくらませてにらんでくる。

　楽しくて、いじりがいがある。

　潤んだ瞳で見つめられてしまえば、つい抱きしめたくなる。

　――自分の気持ちを受け取って欲しい。彼女の心を得たいと思うようになっている。

　彼女の笑顔を見るにはどうすればいいのか、考えるのが嬉しい。今まで付き合っていた女性のために、ここまで努力したことはない。

　匡史は好きな女のために、一生懸命な男が嫌いではなくなっている。




　店での匡史は、恋しい人を想うように、客のことを考えるようになった。

　テーブルに案内するとき、客の歩くスピードに合わせる。

　右利きなのか左利きなのか、食べているときの表情を見逃さないくせがついた。

　予約客ならば、以前のメニューから好きな料理は何か、嫌いな食材は何かを推し量るようになった。

　観察した客の様子を担当コックに伝え続けた結果、厨房に復帰した。

　匡史は皿を戻してきたサーヴィスに客の様子を訊ねる。

　レシピから逸脱しないまでも、客の好みや体調に寄り添った料理を出せるようになり、サーヴィスをした担当者を介して、客に褒めてもらえることが多くなった。

「最近、『匡史の料理が変わった』と評判だそうだな」

　珍しく店に顔を出していた父に言われた。

　匡史が欲しかった言葉であったが、予想もしていなくてとまどう。

　父に褒められたい。その一心で料理に向かってきたが、来実と付き合うようになってから、評価よりも客に美味しいと思ってもらえることのほうが重要になっている。

「この調子なら、来年の特等席を任せてもいいな」

　満足そうな父親の言葉に、匡史は来実への想いから引き戻された。

　オーナーの特別な客である、来実の誕生日ディナーを任せられること。ル・タン・ウールーに勤めている若手コックにとって、腕の見せどころである。

　男としても、好きな女性を喜ばせることができる。

「しっかり研鑽けんさんに励めよ」

　肩をぽんと叩かれて、匡史の心は轟とどろいた。

　自宅に帰宅途中、匡史は考える。

　日々のやり取りのなかで、来実が匡史の父親に言及することはない。匡史が危惧していたように、二人が恋愛関係ではないのはわかった。

　そうなると、どうして彼女が父の特別な客であるのかがよくわからない。

　匡史がオーナーの息子であることも彼女は知らないようだ。訊いてみたい……と思いつつ、聞くからには自分の正体も明かさねばフェアではない。

　先送りにしている自分に苦笑して、匡史は〝来実のためのレシピブック〟と名付けたフォルダをひらいた。




　来実が匡史からの弁当を取り出すと、わらわらとギャラリーが集まってくる。匡史の弁当は、署員たちの垂涎の的なのだ。

「よー、今日のイケメン弁当なにー？」

「この前の中華風もめっちゃ美味そうだったな！」

「お。今日は洋風かよ。ハンバーグに、なんだ、このオシャレな物体は！」

　同僚からそんな声がかけられる。

　初めは閉口していた来実であるが、今は慣れた。

「えーと、パプリカとベビーコーンのピクルスに、キノコのクリームソースがけ。コンソメスープのゼリー寄せ、だそうです」

　アンケート用紙に書かれた品書きを読みあげると、うめき声と腹の虫の大合唱が起こる。

　匡史から渡されるアンケートに真面目に答えた結果、匡史の弁当はますます来実好みとなってきて、胃袋を鷲掴みにされている。

　来実がハンバーグを大きく切り取ると、唾を飲み込む音が聞こえる。

　彼女が口を開け、ぱくりと飲み込むと悲鳴が上がった。

「いいなあ。俺もあんなイケメンに美味い飯を作ってもらいてえよ」

　羨ましそうな同僚の声に、来実は誇らしい気持ちである。

「いつ、あんなお買い得物件見つけたんだよ」

　別の同僚からの問いに、うぐ、と来実は喉を詰まらせた。

（まさか誤認逮捕がきっかけです、とは言えない！）

　それに。

「いや、お買い得もなにも、買ってないですよ……」

　来実はぽそりと口の中で呟いた。

（確かに〝全力で口説く〟って言われたことがあったけど）




「来実。今度の非番ヒマだったら美味いもん、食いに行かないか？　奢ってやるから」

　匡史の誘いはそんなメッセージで始まる。

　哀しいことに、断るような理由がない。渋々、と言ったていで来実はＯＫの返事を送る。

　待ち合わせは彼女の寮の最寄り駅で、決して小さな駅ではないのだが、探すまでもない。女性がちらちらと視線を投げている方向を見れば、匡史がそこにいる。

　来実は自分の顔がにやけてくるのがわかってしまう。

（……「美人は三日で見飽きる」って聞いたことがあったんだけど。匡史さんは別）

　筋肉がしっかりとついているせいか、柱にもたれかかって携帯を眺めているだけでも画になる。

　量販店やカジュアルショップの品だというが、匡史が身に着けているとハイブランドの服にしか見えない。

　彼女が硬直していると、匡史が気づいてくれて微笑みかけてくれる。都度ときめいてしまう自分は本当に学習能力がない。

（……慣れる日なんて、永遠に来ないかも）

「行こうか」

　肩に自然に手を回され、目的地へと歩き出す。

　女性慣れしているのだろう、エスコートもさりげなく、かつ洗練されているので照れているヒマがない。

　電車では席が一つしかないと、「立ち仕事で慣れているから」と必ず来実に譲ってくれる。

　建物に入れば、「接客業の性さがだな」などと言いながらエレベーターの開ボタンを押し続け、来実を出させてから最後に降りる。




　匡史の連れていってくれる店は、美味しくて居心地のいい店が多い。

　料理を集中して味わっている姿はひたむきで求道者のようにも見え、来実は息を止めて彼を見つめている。

　たまに外れると「ごめんな」とすまなそうに謝られる。ううん、と頭を横に振りながら、来実は彼を観察するのでお腹一杯になっていることを内緒にしている。

　料理人のせいか、食べるときのマナーは美しいの一言に尽きる。

　魚の干物を食べ終わったときには皮と骨しか残っていなくて、芸術的ですらある。

　大皿料理から、美しく小皿にとりわけてくれる。ワインを注いでくれる手つきが、当たり前だがプロだ。

　来実は映画の中でしか男性がとりわけてくれるのを見たことがない。周囲もそうなのだろう、ぽーっと頬を染めている女性が多い気がする。

「ついてる」

　匡史の手が伸びてきて、来実の口元に触れる。離れていく指を目で追えば、ぱくりと口に入れてしまう。とてつもなくエロティックな行為に思えてしまい、どぎまぎする。

　女性からの嫉妬の視線が刺さるくらいに痛い瞬間である。




　お互いに通っているジムへビジターとして行く事がある。

　一人でするメニューであっても互いにアドバイスしあい、体を動かしたあとの時間がまた楽しい。

　元々体を動かすことが好きなのだろう、匡史は楽々と色々なメニューをこなしていく。

「うっわ。匡史さん、すごい筋力！」

　細身であるが、ポテンシャルが素晴らしい。目を丸くしている来実に、匡史は涼しい顔である。

「あんたの仕事もそうだろうけど、俺の仕事も一に体力、二に体力だからな」

　匡史の顔から滴り落ちる汗。トレーニングウエアの下でよじれる筋肉から、来実は目を逸らせなくなる。

「見惚れてないで、体を動かせー」

　にやりと笑われて、来実は慌てて運動しはじめる。




　来週からこんな展覧会が始まる。どこそこに、こんなワークショップが出来た。

　彼がもたらしてくれる情報は、いつも旬で来実が知らないことも多く、しかも彼女が興味を持ちそうなものが多い。

「なんか、いっつも私ばっかり楽しませてもらっちゃって申し訳ないな」

　来実が言えば、からかい顔になる。

「悪いと思ってるんなら、体で誠意を示してみろよ」

　どこかで聞いたセリフだ。

「なっ……！」

　来実が真っ赤になれば、二ッと唇の端を釣り上げてみせた。

「なんてな。楽しそうなあんたを見て、俺も楽しんでるし。メリットのあることだから、気にしなくていい」

（そうか。あちこち連れて行ってくれるのも、トレンドを料理に取り入れるためなんだ）

　納得しつつ、寂しくなった。

「どうかした？　疲れたか」

　沈んだ表情をすると、すぐに気づかれてしまう。来実は慌てて首を横に振った。

「この店の先に連れてきたいカフェがあるんだけど。辛くなったら我慢しないで言えよ」

　うなずくと安心したように微笑んでくれる。




　移動中や映画を観ている最中、うたた寝をしてしまったことがある。

　慌てて匡史の肩から頭を起こそうとすると、頬や唇でやんわりと押さえつけられた。

「気にすんな。あんたが俺に懐いている証拠だから、嬉しいよ」

　大事な女性のように扱われて、来実はどうしていいか、わからなくなる。

　モテる男のマナーなのだろうと自分に言い聞かせつつ、嬉しくないはずがない。




　交差点で信号待ちをしているときなど、来実は匡史をじいっと見ているらしい。

　彼女の視線に気づいた匡史がにやりと悪い笑みを向けてくる。

「とうとう恋に堕ちた？　あんたの隣にいる奴は、いい男だからな」

　慌てて目を逸らすのだが、からかってもらえるのが、じつは嬉しい。

　道路を歩きだすと、車道側を当然のように匡史が歩く。彼女が車道側に回ろうとすると抱き止められてしまう。

「あんたは大事な女ひとだから。こういうときくらい、守らせろ」

「……匡史さんて、オレ様ぽいよね」

　来実が照れ隠しに言えば、匡史は彼女のおでこをつついてのたまう。

「男のプライドって奴。来実の前では、かっこつけたいんだよ」

　瞳を覗き込んでくる匡史の視線の強さに、彼女の体が火照っていく。

「大事な人を守るのに、性別は関係ない。私だって、匡史さんを守りたいよ？」

　しどろもどろに来実が言えば、彼はなぜか頬を染めた。

「……じゃあお互いに守ればいいんじゃないか？」

　意味ありげに呟かれ、来実はこくこくとうなずくしかない。




　送られてくるメッセージには激務の彼女を気遣う内容が多いが、たまに質問が来る。

「この前さ、結構な年齢の人が来たんだよ。ナイフ使い慣れてないみたいで、キーキー音がたつことを気にしてて。どうしたもんかな」

「箸を置いてみるとか、あらかじめ切って出したら？」と返事をした。

「親に連れられてきた小学生がさ、ヒマそうなんだ。携帯にらんでゲームやってるんだよな。コースって一時間はかかるし、子供にはダルいと思うんだ。なんか、気を逸らす方法がないかなあ」

　匡史の、料理に向き合う態度が好ましいと思う。




　トイレに行っている隙に、来実の席に女性が座っていたことがある。

「貴方、素敵よ。私に似合う」

　匡史は顔目当てで近寄ってくる女性には冷淡だ。来実が、どうやって彼女にどいてもらおうかなと考えていると、女性がさらに毒を吐いてきた。

「連れの彼女、虫よけにしてはお粗末だわ。私くらい美しい女性と行動したほうが効果的よ」

　自信たっぷりな女性を見て、来実は胸を突かれた。自分こそが彼に釣り合っていないという事実から、目を逸らしてきたのだ。

　匡史はかたり、と席を立つとそのまま来実の腰を抱いて、会計に向かう。

「ちょっと！」

　無視された形の女性に振り向きざま、匡史は冷たく言い捨てた。

「俺が彼女の虫よけなんだ。貴重な時間を邪魔しないでくれないか」

　きいい、と唇を噛みしめる女性を尻目に、来実は逆に落ち込んだ。

（……そうだった。匡史さんは私が誤認逮捕をしないか、見張っているだけで）

　デートだなんて浮かれていた自分が情けない。

　彼にとっては見るもの、感じるものすべてが料理に連なるものでしかないのだろう。




　先日送られてきたメッセージには、来実のおかげで（なにもしていないが）、サーヴィスから厨房に戻れたことが書かれていた。

　役に立てて良かったなと思う。

　同時に弁当の配達がまもなく終わるのではないかと予感している。

（最初はハンサムなのを自慢している、ちゃらい人だと思ってたけど）

　幸田　匡史という男性は気配りも出来て仕事に真面目な人だと、今では尊敬している。

　彼との縁が切れるのかと思うと寂しくてたまらないが、心の準備をしておくべきだ。




「え？　付き合ってないの？」

　嘘だろう、と周囲がざわつく。

「はい。口説かれたこともないです」

　来実は生真面目に頷く。

　……彼の一挙手一投足にドキドキしてしまうのは来実自身の経験値が低いせいで、匡史が彼女を異性と意識してないことくらい、よくわかっている。

　まじかよ、と同僚たちが動揺する。

「デートはっ？」

　問い詰められて、来実はうーんと眉を寄せる。

　デートといえば聞こえはいいが、実際は弁当の受け渡しと市場調査のみである。

「たしかに二人で出かけたりしてますけど、彼の料理の研究のためですし」

　自分で言っておいて傷つくが、事実である。

　来実の言葉に、なぜか周囲からブーイングが起こる。

「お一人様って店の人に警戒されるから、誘ってくれてるだけですよ」

　イケメンブキヨー、という呟きが聞こえてくる。

（……なにかのまじない？）

　気にする間もなく、突っ込まれる。

「いっつもラブラブで手を繋いで同伴出勤してくるだろうが！」

　来実は手を振って否定する。

「彼が私と手を繋ごうとしたり、肩を抱いたりしてくるのも、市民保護の一環に過ぎないんです」

　なんだそりゃと呟かれた。

「……私が誤認逮捕しないようにって」

　このセリフを言うときには、流石に声が小さくなる。

　ああー、という呻き声が聞こえてくる。納得されて、むううと来実はふくれた。

「……不憫……」

　誰かが言った言葉に、来実は不機嫌になる。

「いいんです。お弁当作ってもらっているだけで、私は満足しているので！」




　来実が給湯室で弁当箱を洗っていると、匡史からのメッセージが送られてきたので、慌てて読んだ。

「今度の通常非番の日。俺の考案したコースを試してくれないか？」

　来実は固まった。とうとう彼から「もう会わない」と言い渡されるのだ。

「了解。お店にいけばいいの？」

　来実は震える指で入力した。

　今までの市場調査の集大成として、コースを一から作りあげ、店にプレゼンテーションする。そのための試食会なのだろう。

　来実の返事を待っていたのだろう、電話が鳴った。

「別のところ。下ごしらえしてから寮まで迎えにいく。夕方五時くらいに、綺麗な格好して待ってて。次の日休みだよな？　泊まりの準備と、外泊届けが必要なら出しておけよ」

　泊まりという言葉に、来実の心臓が口から飛び出しそうになった。深い意味に取りそうになり、慌てて首を横にふる。

（勘違いしちゃだめ！　きっと研修施設みたいなところなんだから！）

　自分に言い聞かせつつも、自炊と宿泊のできる研修施設がどんなものか、来実には見当もつかない。

　お洒落してこいというのなら、肌の手入れだってしておきたい。

（だから違うって！　連れて行ってくれるところがお洒落な建物だから、ドレスコードがあるだけ！）

「来実？　聞こえてるか？」

　匡史に返事を促され、彼女はなんとか返事をした。

「楽しみにしてるね」

　匡史との電話を終えてから来実はそわそわしてしまい、ルーティン通り勤務をこなすのが精一杯だった。

　仮眠時間になっても、来実は寝付けない。

（綺麗な恰好してこい、てことは。下着も綺麗なほうがいいよね）

　勝負下着、という単語を思いつく。

　……セクシーなランジェリー姿で匡史の前に立つ自分。彼が野獣のような目になり、まとっているものを剥ぎ取られる。

　抗うふりをしてみせる自分。余裕のない表情で「あんたが欲しい」と囁く匡史。

　男の熱量に負けてしまったふりをして、目を伏せる自分。匡史に、「ずっとこうしたかった」と耳元でささやかれ、そのまま押し倒される……。

（あああ、私ったらエロ魔人！）

　オトモダチを性の対象として見てしまっただけでなく、彼に貪られるところまで想像してしまった。

　来実は掛布の下で赤面する。

（いやいやいや！　裸なんて見せるような場面、ありえませんからっ。匡史さんが興味あるのは料理であって、私じゃありませんから！　……ううう）

　自分の言った言葉にショックを受けたが、おかげで冷静になった。

　勝負するかはともかく、泊まるのであれば替えの下着は必要だと気がついたのだ。

　来実は、下着の引き出しの中身を頭の中で検索してみる。コットン製のショーツに、激しく動いても胸をホールドできるブラジャー。機能的であっても色気の欠片もない。

　ル・タン・ウールーに着ていくワンピース用の下着は何度か着用しているから、今回は身に付けたくない。

　あ、と思い出す。

　一張羅は、縫い目が少し裂けてしまっていた。女ごころとしては、同じ服を彼に晒したくない。といって、通勤用のスーツの他は普段着くらいしかない。

「買ってこよう！　ワンピースとそれに下着も」

　来実は決心した。

　十一時ぴったりに退勤すれば、待ち合わせの時間までにシャワーを浴びて、ムダ毛の処理ができるだろう。もしかしたら、マニュキュアを塗れるかもしれない、と頭の中で計画を立てた。

「絶対に間に合わせる！」

　段取りを何度もシュミレーションして、ようやく来実が寝付いたのは、起床時間の三十分ほど前のことだった。

　それからの時間はあっという間に過ぎ、夕方の五時に匡史が迎えに来てくれた頃には、来実はなんとか支度を終えて寮の前で待っていることが出来た。

　来実の今日の装いは、チュール素材に花の刺繍があしらわれたトップドレス。下には黄色のアンダードレスを身に着けている。刺繍と同色のカーディガンをふんわりと羽織った。

　来実は塗りムラがないか、爪を確認する。

　フェミニンな装いもそうだが、ほんの少しピンク色に染まった指先を見ると、オフの自分に戻ったことを実感する。

　現れた匡史に、来実は見惚れた。

　彼は紺のジャケットに、グレーのスラックス。彼の濃いブラウン色の髪に合わせた、ベルトや艶びかりしている革靴。スマートカジュアルに柔らかさが加味されている。

　ワイシャツのボタンを二つほど外して、ワイルドさもアップ。

　腕時計を見つめている匡史の姿は、普段より何倍も色気増量である。

　匡史は来実を見つけた途端、眩しそうな表情になった。

「綺麗だ」

　匡史が来実の頬に手を添えると、きゃああっという歓声があがる。

　ん？と彼が来実の後方に目をやれば、女子寮の窓に人が鈴なりである。

　匡史は、来実にだけ見えるように、ニヤリと悪い表情を浮かべた。彼がすばやく来実の頬にキスをしてみせると、今度は絶叫があがる。

　匡史は、ぽーっとしてしまった来実の腰に手を添えて歩き、停めていた車に彼女を導いた。

「車で行くところ？」

　来実は乗り込んでからきょろきょろした。

　匡史と普段出かけるときは、車を使うことは少ない。酒を楽しみたいからだと訊いている。

「ああ。おしゃれしてこい、て言っておいたろ。……綺麗なあんたを他の男に見せたくないから」

　ささやかれた言葉に、来実は顔が熱くなるのを感じた。

　到着したのは、匡史が勤めているレストランにほど近いところにある、高級マンションの駐車場だった。

　しゃれたホテルと言ってもいい外観。車から降り立った来実は見上げてしまう。

「こんなところに研修施設があるの……？」

　彼女の呟きに、匡史は気づかない。来実の荷物を持った匡史に、肩を抱かれてしまう。

　コンシェルジュのいるフロントを通り過ぎる。

　エントランスから居住部分に至る廊下には絵が掛けられ、花が生けられている。

　暗証コードを打ち込むタイプのエレベーターの中で、来実は無言になる。

　降りた先には、シックな色合いの装飾で統一された、重厚感のある廊下が続いていた。

　匡史はとある一室の前に立ち止まると、胸ポケットからカードキーを取り出してリーダーに押し当てた。

　扉が開き、玄関と通路のフットランプが灯った。

「ここ、なに？」

　来実は怯えるが、匡史は逃がすつもりはないと言わんばかりに、彼女を室内へいざなった。

　暗がりに浮かぶ、窓からの眺望が美しい。堪能する間もなく、ぱっと照明がつき目がくらんだ。

「俺んち」

「匡史さんち？」

　声が裏返り、来実の心臓はやかましくなった。

　匡史の部屋とは予想外である。泊まりというのは、もしや。

（この部屋で、……匡史さんとシちゃうの？　わ、私たちってソウイウ関係じゃないよね？　それなのに）

　来実はどうしてこんなことになったのかと、必死に考えた。

　指を絡めた恋人繋ぎ。

　肩を抱かれる。

　さりげなく腰に添えられた手。

　逃げる視線を固定する為に頭を抱え込まれたり、頬を寄せられたりするのはしょっちゅう。

　唇へのキスはないものの、あと一センチずれていれば、というニアミスは数え切れない。

　周りから見れば全て、恋人同士そのものの行為ともいえる。

　考えすぎだ。匡史にとっては、今までのそうした行為は全て、文字通り挨拶くらいの意味でしかないのだろう。

（そそうよ、彼の作る料理は、愛の国のものだしね！）

　自宅に呼ばれたことにも他意はない。パーソナルスペースに招き入れてくれるくらいには、来実に友情を感じてくれているという証しにすぎない。

（綺麗な格好だって、コースディナーだからだし。泊まりって言ったって、同じベッドを使うわけじゃないし！）

　彼女は自分に必死に言い聞かせる。

「来実」

「ひゃ、ひゃいっ」

　匡史に呼びかけられて、来実は確実に数センチは飛び上がった気がする。

「チキンな来実さんをがっかりさせて申し訳ないんだが」

　笑いを堪えているような声で謝られた。

　何を言い出すのだろう。来実は匡史を見つめた。

「たしかにそれなりの給料はもらってるが、それでここの家賃は払えない。俺が子供の頃は、ここら辺は古い商店街でさ。再開発された時に、じい様の家もデベロッパーに売却したんだ。よくあるだろ。地権者に格安で分譲します物件」

　匡史の説明に、来実は心底安心した。

「良かったー。匡史さんがなにか犯罪に手を染めてて、大金をせしめてるのかと！」

　意気揚々と来実が言えば、匡史は呆れたような顔をしてみせた。

「実際に俺がマフィアのマネーロンダリング係ならどうするよ」

「逮捕する！」

　冗談半分で匡史が問えば、来実は笑顔で答えた。

「そこは『貴方のためなら犯罪を犯しても構わない』とか言おうぜ」

　苦笑交じりに言って、匡史は戸棚からエプロンを取り出した。

「楽にしてな」

　お言葉に甘えて、来実は肩の力を抜いた。目の前の男性をこっそりと観察していると、匡史はジャケットをソファに放り、くるぶしまであるようなソムリエエプロンを腰にあてた。

　きりりと巻かれたエプロンが、匡史の細い腰や長い足をいがやうえにも強調している。

　上下する喉仏。垣間見える鎖骨。袖を捲り上げたので見えてしまった、筋張っている腕。

　来実は急激に〝男〟を意識してしまった。

「ここなら、それなりのものを作れるから期待しててくれ」

　匡史の言葉に来実は、改めてキッチンを見る。

　アイランド型になっており、カウンターキッチンも兼ねている。

　機能的であるが、天板に木材を使っていることで温かみと親しみやすさがある。並んで食べられるようにスツールが二脚。

　壁に沿っておかれている棚には、来実の知らない調理器具や香辛料の瓶が並んでいる。フライパンやナイフの数も多い。

（料理している人のキッチンだなあ）

「悪いな、テーブルじゃなくて。朝食以外は外食か、店の賄いで済ませてるから今まで必要がなかった。来実が落ち着かないなら買っておく」

　部屋に呼ばれた初めての女性と聞こえた気がするが、都合のいいそら耳だろうか。

（「これからも来ていい」て意味にとっちゃうのは、自意識過剰？）

　来実の動悸は治らないどころか、激しさを増す一方である。

「まずはアミューズ・ブーシェだ。食前酒はこれ」

　ことりという音でカウンターの上を見れば、綺麗に盛り付けられた突き出しが二皿、用意されている。

　スツールが一脚減っているから、対面で食べるつもりなのだろう。

　ごくりと喉が鳴る。

　正直にいえば、来実は買い物と身体の手入れに夢中で、昼食を食べていない。

　おそるおそる匡史に近づくとグラスを差し出されたので、来実は受け取った。

　こく、と飲んでみれば、不思議な香りが口の中に広がる。

「ライチをいれてみた」

「飲みやすい」

　ほうっと息をついた来実に、匡史はそうだろ？　とウインクを寄越してくる。

　そこからは和気あいあいとお喋りと食事が進んだ。

　デセールとカフェ・ブティフールへと続き、来実が幸せそうな息を吐き出す。匡史が満足そうな顔で彼女を見つめ、口を開いた。

「そういえばさ、来実からもらったヒントで始めた企画があるんだ」

「なんだっけ？」

　来実が思い出す前に匡史が答えてくれた。

「子供を大人の食事が終わるまで飽きさせない方法。あんたから「今の子たちって、紙芝居とか逆に目新しいんじゃない？　ダメか、やっぱり（笑）」って返事がきたヤツ」

「ごめんね、匡史さんは真剣なのにふざけたことを返しちゃって」

　来実がしょんぼりすると、匡史は笑顔で首を横に振った。

「特別室で子供だけを招いてテーブルマナーを教えているんだ。紙芝居も使ってる」

　いたずらっ子のような表情に、来実もつられて笑顔になった。

「子供だから量は加減するけど、質を落とす訳じゃない。料金は決して安くはないけど、保育士資格を持ったスタッフが対応するから『安心して料理を楽しめる』って評判なんだ」　

「ますます予約のとれない店になっちゃったね」

　来実が言えば、匡史は笑う。

「予約が入っていない日限定だけどな。……予約をさ、三回外れた人は優先って案も出したんだけど、『わざと何日も予約する奴が絶対に出る、そうしたらもっと予約が取れなくなる』って意見も出てさ。ここら辺は課題だな。色々な人に食べて欲しいし」

　匡史の言葉に、じゃあ、と来実は口を開きかけた。言いたいことがわかってしまったらしく、匡史に鼻をつままれた。

「こら。『私の予約をキャンセルして。そうすれば、一組予約が取れるでしょ』とかはナシだからな」

　見透かされた来実は息を吸い込みかけ、ふがと鼻を鳴らせてしまった。

　匡史がぽつりとつぶやいた。

「俺たちは、客の笑顔を想像しながら料理を作っているけど、『自分の作っている料理が受け入れられているのだろうか』って不安になる。ある程度までの技術は先輩やシェフに教わることが出来るから、それなりの物は作れる。でも、あとは自分のセンスとの闘いなんだ」

「そうなんだ……」

　来実のように料理の出来ない人間からすれば、匡史はたちどころに美味しい料理を作ってくれる、魔法使いのような人だった。

　目の前の男性は恵まれた人だと思いこみ、彼のような人は悩みとは無縁なのだろうとも考えていた。

　来実の仕事は、生きている人間相手だから思い通りにはいかない。悩んで相談して、失敗して怒られて。そうしてひとつずつ、出来ることを積み上げていく。

（この人も同じなんだ）

　自分たちにとって判例も法令も迷えるときの光明になるが、料理だとレシピがあってもそうはならないのだろう。

「美味しい」と評価される料理の陰には、血のにじむような努力があるのだ。

　不意に彼女は、目の前の男性を抱きしめたいと思った。

「匡史さんはすごいね」

　来実の素直な感想だった。

「俺に限って言えば、来実のおかげ」

「そんなこと」

「ある」

　ないと言う前に、きっぱりと断言された。

「俺たちにはね、あんたがご褒美なの」

（この前と言ってることが違う）

　目を見開いた先で、匡史が苦笑していた。

「……あのときは悪かった。厨房から外されて、くさってたんだ」

　来実は頷いた。

「オーナーに指名されたコックだけが、美味そうに食ってくれるあんたを見ることができる。あんたの笑顔で、作る喜びを思い出して『また一年頑張ろう』って思える。他の奴らは年に一回。なのに俺は何度も来実から『美味しい』っていうメッセージと、笑顔をもらえた」

　匡史が望むなら、なんだってしてあげたいと来実は思った。

「来実が交番で勤務しているときに、何度か見に行った。あんたはいつも一生懸命で、目の前の人間を想って働いてる。俺は、あんたに人を思いやる気持ちを教えてもらったんだ」

　ぽろりと来実の瞳から涙がこぼれた。

　匡史の指が優しくぬぐってくれる。そのまま手が頬に添えられ、唇を重ねられた。

　柔らかいものが離れては、触れてくる。

　はあ……。

　こもった熱を吐きだし、二人はこつんと額を合わせる。匡史に頭を抱え込まれた。

　肩に触れてくる匡史の手が熱く感じられる。

「この前のピンクのワンピも可愛かったけど、今日のも似合ってる。前のもノースリーブだったな。あんた、ノースリーブが好き？」

　男の掠れた声が背骨にキた。

　匡史の手がさりげなくカーディガンの下にもぐってきて、腕を撫でられた。ぞくりと、なにかが体の中をはしる。

「う、うん。筋トレしてて肩幅もあるし。袖があるほうが、かえって太く見えるかなって」

　来実は匡史の手の感触に気をとられながら呟く。

「あんたの筋肉は、市民を守るために日々努力している証しだ」

　このひとは、どうして自分のことをわかってくれるのだろう。来実は胸が一杯で、ただ匡史を見つめることしかできない。

（私。匡史さんの一番の理解者になりたい）

　強く思った。

　匡史が来実の瞳をみつめながらささやいてきた。

「交番で小学生やお年寄りの相手をしている来実は、最高に恰好いいよ」

　カーディガンを落とされ、匡史の唇が腕に直接触れてきた。ぴくり、と来実の体が跳ねる。

　匡史が彼女の瞳を覗き込んでくる。――男の目に、体の奥が反応した。

「今日は帰さない」

　匡史が彼女の唇すれすれに告げた。

「来実を俺のものにする」

　熱に浮かされたように来実はうなずいた。

　匡史が来実の腕を掴み、カウンターに引き寄せる。男の手がファスナーを下げて、侵入してくる。

　立ち上がって、なかばカウンターに身を乗り出していた来実は急に恥ずかしくなった。

「や！　離して」

　匡史が聞くわけがない。

　ますます深く抱きこまれそうになり、来実は咄嗟に突き飛ばした。

　体が泳いだ匡史はバランスを崩し、色々なものを巻き添えにして倒れた。

「……来実？」

　匡史から理解できない、という声が聞こえてきたが、来実はお泊りセットを入れた鞄を持って玄関に走り去ってしまった。

「待てよ、来実っ！　……つっ」

　バタン、と彼女の後ろでドアが閉まった。

　エレベーターを待っている間、匡史は追いかけてこない。

　落胆しつつも、来実はこの場から逃げ出すことしか考えていなかった。

　エレベーターが一階に到着すると、彼女は後ろも見ずに匡史のマンションから飛び出した。

（最悪！）

　タクシーを捕まえると乗り込んだ。行き先を告げると、来実は自分の腕で体を抱きしめた。

　匡史の自室と訊いたときに、覚悟したはずだった。

　肌を見せ合うことの恥ずかしさ。自分の体を気に入ってもらえるのだろうかというおそれ。一人の男のものになる怖さ。そんなものが押し寄せてきてしまった。

　来実は、自分の体を見つめた。

　うっすらと筋の入った腹も、力こぶの出る腕も自慢であるが、触れられた途端に気になってしまった。

（褒めてくれたけど。エッチして……、体を見られて「やっぱりごつい」って言われちゃったら？）

　匡史は力を入れてなかったのに、あらがえなかった。体が言いなりになってしまったことに、来実は怯えた。




「よー。最近、イケメン弁当ねえの？」

　同僚に訊かれて、来実はぎろりとにらんだ。

「なんだよ、おっかねーな」

　声をかけてきた同僚が文句を言う。

　別の同僚がひそひそと耳打ちをする。

「ちょっと前の休みのときになんかあったらしくて。それからぱったりなんですよ」

（聞こえてるんですけど）

　来実は内心思いながら、書類を作成していく。

　交番勤務員の仕事は、検問や街頭監視だけではない。各種の手続きや届け出。当番が終わったあと、次の当番員に自分が対応した案件の引継ぎをするのも、大事な仕事である。

「えーっ、フラレちゃったのかよ！」

　耳打ちされた同僚の大声が心に刺さった。

　怒りを込めて、来実は机に手を強くつく。たちあがると、怯える同僚たちを尻目に執務室から出た。

　匡史の部屋から飛び出してきてしまった日から、二週間が経っていた。……匡史はあれから、一度も姿を見せない。

　来実も匡史も、職場では下から数えたほうが早い序列である。そうそう自分本意の休みを取ることはできない。

　けれど、匡史は来実の勤務スケジュールを聞きだしては、マメに弁当を届けてくれていた。

　日々のＳＮＳのやりとりと、ほんの少しでも彼の顔を見られる時間。それらがなくなって初めて、来実は自分が彼を待ちわびていたことを知った。

　来実はスーツのまま寮の自室のベッドに飛び込むと、枕を抱きかかえた。

　覚悟していたつもりだったが、いざとなると心にぽっかりと穴が開いてしまったようだ。

　来実は携帯を取り出した。文字を打ち込もうとして指が止まる。

「……なんて書けばいいの。『ごめんね。これからも友達として会ってほしい』って？」

　なぜか来実の胸がずきりと痛んだが、会えなくなるよりマシだと思った。

　時計を見ると、午後三時。

「ランチが終わると、ディナー営業のための仕込みと清掃をする。三時から五時までは中間クローズする。その間は携帯が繋がるから、連絡してこいよ」

　以前、匡史に教えてもらっていた休憩時間だった。来実は勇気を出して、彼の携帯にかけてみる。

「おかけになった電話番号は電源が入っていないか、かかりません」

　無情なメッセージが流れた。

「着拒されちゃった……」

　来実は携帯電話を握り締め、俯いた。もうダメなのかもしれない。

　すぐさま思い直して顔をあげた。ベッドから起き上がり、ル・タン・ウールーへと向かう。

（我ながらストーカーっぽい？　でもっ！）

「その子は、おまえの大事な友達かい？　だったら来実が謝るんだよ」

　父によく言われた言葉である。

「どっちが悪いかではなくて、来実が相手を失いたいか失いたくないかなんだ。その子が居なくなったら、来実が寂しいだろ？　だから、おまえが誠意を尽くすんだ。でも、許すか許さないかは、相手の自由だってことも覚えておくんだよ」

　理不尽な言葉に、彼女は反発しかけた。

「……お父さんは、来実のお母さんにそれができなかった。だから、来実には意地を張りすぎて大事な人をなくさないで欲しいんだ」

　来実は父のこの言葉を、友達と喧嘩するたびに思い出してきた。

（砕けるのは、当たってみてからで遅くない！）




　店はクローズしているため、当たり前だが入口は閉まっていた。

　広い塀の周りをぐるっと歩いてきて、通用口の前で来実は立ち止まってしまう。

　警官の制服を脱いだ彼女は、一般市民だ。通用口は関係者が出入りするところで、来実は非関係者である。

　商業建物とはいえ、令状不所持で許可された入口以外からの立ち入りは、不法侵入罪に問われるだろう。

「……立花様？」

　名前を呼ばれて、どきりとする。

　振り返ってみれば、フロアマネージャーであった。外出先から戻ってきたらしい。

（助かった）

　来実はほっとした。

「お久しぶりです。あのときはすみませんでした」

　来実はぺこりと頭を下げる。フロアマネージャーは冷静な口調で言う。

「立花様にとっては当然の行動だったのかもしれませんが、店内でのトラブルはわたくしどもが対処いたします。そのためのスタッフでございます」

　言われてみれば、その通りである。

　もてなすことについて一流の店が、客の安全を疎かにすることはあり得ない。内々にすませるやり方も店それぞれだ。

　来実はいまさらにしゅんとした。

　フロアマネージャーが、低く言った。

「……立花様の周囲を騒がしくすることを、招待主も望んでおりません」

　表情をこわばらせた来実に、フロアマネージャーは続けた。

「不埒な輩をお席に近づけましたこと、当店の落ち度でございます。立花様への侮辱の数々、許されるべきではありません。わたくしどもは、招待主から貴女を幸せにするように申しつかっております。今後は安心してお任せください」

「はい」

　涙ぐみそうになり、来実は慌てて訊ねた。

「あの、幸田さんはいらっしゃいますか？」

「……こうだ、でございますか？」

　数秒の間のあと、フロアマネージャーが聞き返してきた。

（あれ？　名字、間違ってたかな）

　来実が頭を傾げる。

　警察に入って以来、氏名や顔、地図を覚えるのは得意なつもりである。ためらいながらも、来実は彼の名前を口にする。

「ま、匡史さん、です」

　フロアマネージャーが納得してくれた表情になり、来実も安心する。

「幸田は本日、お休みを頂いております」

「……お休み、ですか？」

　来実は不思議に思う。以前匡史から聞いていたシフトでは、今日は出勤のはずだ。

「どういったご用件しょう？　幸田への疑いは既に晴れているとの認識でおりましたが」

　フロアマネージャーが探るような目つきになった。

（私、匡史さんを逮捕しちゃったものね）

　また、なにか彼に言いがかりをつけるのかと警戒されているのかもしれない。

「あ、あの。大した用ではないのですが」

　お弁当を作ってもらっているんです、とは言わないほうがいいような気がする。

（じゃあ、なんて言えばいいの？　「あれから友達になったんです」って？）

　なにか違う。彼への気持ちは、友情のような穏やかな想いではない。

（……私。匡史さんが好き？）

　思いついた言葉は、今までの感情に明確な名前を与えた。

（だから、私はあんなに匡史さんにドキドキしてたの？）

　真っ赤になって口ごもっている来実をよそに、フロアマネージャーが硬い声で言った。

「幸田は二週間ほど前に手首を怪我いたしました。くせになっては困りますので、大事を取って休ませております」

　二週間前。丁度、来実が匡史の家に行ったときだ。

（私が突き飛ばしたから……！）

　来実は青ざめた。

「あ、あの。具合はどうなんですか」

「お気遣いいただきありがとうございます。ですが、ご心配には及びませんので」

　フロアマネージャーは丁寧に答えてくれたが、どことなく距離を取られているような気がする。営業スマイルを向けられてしまった。

「オーナーより『立花様であれば、いつでもご予約を承るように』と申しつかっております。ご希望であれば、本日でも大丈夫でございますが……立花様？」

　フロアマネージャーの声を背に、来実は既に駆け出していた。

　行きは緊張していたし、帰りは後悔の海に溺れていたが、道順は憶えている。




　匡史はあの日のことを何度も思い返していた。

　情けないことに来実に突き飛ばされて、バランスを崩してしまった。

　彼女が逃げ出していく気配に、慌てて身を起こそうとした。散乱した器具の中、右の手首を思いきり捻った。

　彼女に、自分の気持ちを繰り返し伝えてきた。

　デートしているときの彼女の表情は自分への慕情をたたえているように見えた。匡史同様、もっと深い関係を望んでくれているのだと考えていた。

　ラブホテルの看板を見かけるたびに彼女を連れ込みたくなったが、来実が男慣れしていないのはわかっていたし、彼女のために最高のシチュエーションを用意してやりたくて自制した。

「泊まりの用意をしてこい」とメッセージを送ることで、意図を伝えたつもりだ。

　固唾を呑んで来実からの返事を待っていたら、了承の返事。ガッツポーズをしたのは、言うまでもない。

　彼女と初めての夜を過ごす場所としてシティホテルではなく自宅を選んだのは、自分の料理を食べる彼女が見たかったからだ。

　部屋を掃除し、キッチンもバスルームもピカピカに磨き上げた。あとは、来実が腕の中に飛び込んでくるのを待つだけだった。

　何を間違えたか、匡史にはわからない。

　来実は初めこそ緊張していたが、空気に晒したワインのようにどんどん柔らかくなっていった。

　あの日は、彼女を手に入れる完璧な日だと思っていた。来実はキスしても逃げなかったし、潤んだ瞳はこれからの展開を期待していると思っていた。

　逃げられたことがショックで、匡史は来実に連絡ができずにいた。




　病院の診察を終え、携帯の画面を見た匡史は歩道で立ち止まってしまった。来実からの着信履歴が残っていたのだ。慌てて掛けなおししようとして、ふと。

　……来実は怯えていた。強引な男だと嫌われた挙句、別れをきりだされるのかもしれない。

　逡巡したが、覚悟を決めて発信ボタンを押した。瞬間、彼女の声が飛び込んできた。

「匡史さん、ごめんね。私っ」

　心臓が掴まれるような気がした。続けて聞こえてきた彼女の言葉は、予想外のものだった。

「エッチするんだと思ったら、恥ずかしくなって緊張しちゃったの！」

　来実の言葉に、匡史の胸に温かい火が点る。

「匡史さんにとっては友情の延長なのかもしれないけれど、私は……！」

「好きだ」

　最後まで言わせず、匡史はささやいた。

　耳元から走っているような音、それに息づかいが大きく聞こえてくる。

「来実、今どこだ？　非番か。会いたい」

　万感の想いを込めて伝えれば、打てば響くように来実の声が飛び込んできた。

「匡史さんの家に向かってる！」

「一四〇五号室だ。……待ってる」

　電話を切った。

　インターフォンのディスプレイに来実が映る。匡史はセキュリティのロックを解除した。待つほどもなく、ドアチャイムが鳴る。鍵を開錠した途端、ものすごい勢いでドアが開かれた。

　なにかが見えた、と思うより早く胸に重い衝撃が走った。匡史はそれを、しっかりと抱き止めた。

「あのときと、同じだな」

　匡史は声が震えないように気をつけながら、言葉を絞り出す。

「え？」

「来実と初めて会った日」

　あの日、来実はコンビニエンスストアの入り口から、まっしぐらに飛び込んできた。

　来実の腕が匡史の背中に回された。ためらいがちな声が聞こえてくる。

「匡史さんのこと、逮捕していい？」

　小さな声だったが、匡史の耳と心にしっかりと届いた。

「どんな理由で？」

　匡史は片手で来実を抱きしめながら、彼女の髪に唇を寄せる。

「私に、貴方のことを大好きにさせた」

　彼女の言葉に、匡史は熱い息を吐き出す。

「認めるよ。今度は誤認逮捕じゃない」

　ようやく来実を捕まえられた、と実感する。

「良かった。……釈放なんてしてあげないから」

　来実の言葉に勇気を得て、匡史は訊いた。

「一生、捕まっててやる。なあ、俺は目の前の女を食べたいんだけど。……いいか？」

　来実は、匡史の胸に顔を埋めた。

「私、美味しくないかも」

　彼女の小さな声を匡史はきちんと拾う。

「今のままでもかじりつきたいんだけど。きちんと料理して、もっと美味くして、骨も残さず召し上がってやる」

「私は匡史さんのこと、食べられないの？」

　来実の声に甘さが宿った。

「腹いっぱい食えばいい」

　耐えきれなくなった匡史は来実の顔を上げさせた。額や、閉じているまぶたにキスを落としていく。




　いつのまにか匡史は、来実の一番好きな人になっていた。

　抱きしめられた腕のきつさが、自分への想いの強さだと確信する。恋しい人の心を得ることは、こんなにも幸せなことなのだと初めて知った。

　匡史の心臓もうるさい。お互いの体をまさぐりあって、二人の唇が出逢う。

（あ）

　優しい羽のような触れ合い。お互いに目を見交せば、言葉より雄弁な気持ちが宿っているように思えた。少しの時間も距離も離れていたくなくて、二人は目をつぶると再び唇を重ねた。

「ん」

　互いに啄ばみあい、どちらともなく舌を絡めだす。

「ふ、……うん」

　熱に浮かされた自分の声が耳に飛び込んできて、来実はますます煽られる。

　匡史が両足の間に体を挟み込んできて、ぐいぐいと谷間を押してくる。

「は、あ」

　無我夢中で舌を吸いあい、歯列をなぞられる。匡史の手が来実の胸を揉み込んでくる。片方しか快感を受け取れないのがもどかしい。来実は匡史のもう片方の腕を探った。ぎゅ、と握り締める。

「っ、」

　匡史が鋭く息をのむ音が聞こえた。は、と来実が目を開けると、匡史が無言で痛みに耐えている。

「そうだ、私のせいでっ。病院には行ってる？　診断結果はなんて」

　来実は匡史の襟元を鷲掴みにして問い詰める。

「あ、ああ。包帯とれたとこ。これから二週間くらい様子見ながら、リハビリに入る」

　料理を作る人が一か月も現場から離れる。勘を取り戻すのに、どれくらい時間がかかるのだろうか。

（私なら一か月も柔道しなかったら、忘れちゃうかも）

「……ごめん」

「来実のせいじゃない」

　二人はしばらく無言になり、見つめ合う。

　荒い息、上気した顔。お互いの瞳には、情熱がくすぶっていた。

「治るまではお預け！」

　男の不満そうな表情は無視して、来実は宣言した。

（彼から、これ以上料理を取り上げるようなことをしちゃ駄目！）

　匡史は無事なほうの手でくしゃり、と髪をかきあげた。熱い息を吐きだしてやり過ごす。

「……わかった」

　来実はほっとする。

　手を緩めかけたとき、匡史が彼女の手に自分の手を重ねてきた。

「その代わり。泊まりに来てくれるよな？　来れるときだけでいいから」

　切なそうに匡史に言われてしまう。来実は真っ赤になりながらも頷く。

「とりあえず、外泊許可とお泊りセット取ってくるから……」

　靴を履き直しながら、玄関で盛り上がっていたことに気づいた。とてもではないが匡史の顔が見れなくて、来実はぼそぼそと呟いた。

「来実」

　手の中に何かを載せられる。

「家の鍵を渡しておく。俺がいなくても、家にいて」

「うん」










第四章

これからも美味しい攻防はつづく











　外泊のための手続きをし、荷物を持って匡史宅へ戻る。インターフォンを鳴らしてからドアを開けると、匡史が待っていた。

「お邪魔します……」

「待ってた」

　靴を脱ぐなり、抱きしめられた。来実も真っ赤になりながら抱きしめ返す。室内へと促された。

　室内はフルコースをご馳走してもらった日より、乱雑になっているかもしれない。腕を怪我したせいで、片付けも思うようにできていないのかもしれない。

　きょろきょろしていると、匡史がじっとこちらを見ていることに気づいた。

「……なに」

「スーツでもない、フォーマルでもない来実が俺の家にいる」

　着替えてきたのは、全国チェーン店で買ったカットソーとクロップドパンツ。

　カジュアル過ぎたかなと思いかけていると、匡史が嬉しそうに言った。

「一緒に暮らしてるみたいでいいな」

　眩しそうに言われて、抵抗する気もなくなる。

「そうだ。今日は来実の握り飯と味噌汁が喰いたいな。冷ややっこと生卵も付けてほしい」

　悪戯っぽく言われて、来実はいーと舌を出した。

「それだけじゃお腹すくから。サラダとウインナーとシャケも買ってきたもん！」

　二人は目を見交わすと、笑いだした。

　元々、匡史は左利きで携帯も箸も扱える。片手で時間がかかるが、入浴も問題ないという。

「私、来る必要なかったみたい」

　むう、と膨れてみせると、匡史につん、と頬をつつかれた。

「ほら、あんたを野放しにしておくと、また誤認逮捕しかねないだろ」

　むむむ……と頬の膨らみをＭＡＸにすると、匡史は慌てて来実の瞳を覗き込んできた。

「ごめん。俺があんたに傍にいてほしいだけ」

　甘えられてしまえば、来実は怒れない。

（包帯が取とれたばかりって、無茶しそうだよね）

　見張ることは必要だろうと、来実は自分に言い訳をする。

　匡史への恋心を自覚してしまった今、来実も彼の傍にいたいのである。

「……料理作れなくて、退屈でしょ？」

　来実がおずおずと訊ねた。大事を取ってサーヴィスもさせてもらえないのだと聞いた。

　匡史は微笑みを浮かべながら、首を横に振る。

「予想外に充実してるんだ」

　厨房に立てない間、予約電話の対応も行っているらしい。希望を直接聞くことで、客をより深く知ることができると言う。

「食べ歩きしてても、勉強になる。自分が不自由な分、バリアフリーに目が行くようになったし。それに今日からは来実がいてくれるから」

　頬に手が添えられた。その手に来実が頬をすりよせると、唇を寄せられた。ちゅ、ちゅ、と数回リップ音が響く。

　匡史の舌が侵入してきて、来実も応じた。まずいと思いつつ、止められない。

　口づけは濃く淫らなものになっていき、耐え兼ねた来実がぎゅ、と彼の服を握りしめた。

　はああ、と熱のこもった息をふきかけられて、体が跳ねる。

「せっかく来実が来てくれたのに。嬉しいけど、抱けないのはしんどいな」

　耳元でささやかれて、来実は男にしがみつくことしかできなかった。




　夜、さりげなく一緒に風呂に入ろうと誘われたが、来実は真っ赤になって首を横に振った。恥ずかしいのもあったが、男の目に欲情をみつけてしまったからだ。

（多分、私もそんな目で彼を見てる）

　お互いの裸を見てしまえば、なしくずしに抱き合ってしまうかもしれない。完治まで待とうと約束したのに、守れなくなる。

　入れ替わりでシャワーを浴びた来実は、リビングの入口の前でもじもじしていた。

　彼女は普段、寮内だとジャージの上下を着て過ごしている。

　今の時期だと寝る時にはキャミソールとショートパンツなのだが、はたしてそんな恰好で男の前に出てよいのだろうか。そう思ってシャワーのあとスウエットの上下に着替えたのだが、鏡を見てあまりに色気のなさに落ち込んだ。

（流石にこの恰好はドン引きだよね）

「来実、どうした？　入ってこいよ」

　匡史に気づかれた。

　勇気を出してリビングに入ると、匡史がソファに裸でくつろいでいたので、来実は鼻血をだすかと思った。

「ま、匡史さんて裸族なの？」

　裏返ってしまった彼女の声に、男はぶ、と噴出した。

「よく見ろ。下、履いてるだろ」

（あ、ほんとだ）

　言われて、匡史がショートパンツを履いていることに気がついた。初めて見た彼の裸の上半身に視線が固定されてしまい、下半身まで考えがいたらなかったのだ。

　彼がたちあがり、来実の前にきた。万歳させられるとスウエットの上を脱がせられた。

「わっぷ！」

　叫んだあと、すぼりとなにかをかぶせられた。ぷは、と穴から頭を出せば、大きめのＴシャツを着せられていた。

（こ、これは……！）

　噂に聞く、〝彼シャツ〟というものだろうか。来実は、嬉しくてぎゅ、とＴシャツごと抱きしめてしまった。匡史がニヤニヤして自分を見つめている。

「うん。来実が俺のものっぽくていいな」

　オレノモノ。

　何度聞いてもいい響きだと来実も思う。腰に添えられた手が、つん、とスウエットパンツを引っ張ってきた。

「いっそ、こっちも脱いでくれるといいんだけどなー」

　すりすりと腰を触られて、余計な熱が生まれてしまいそうになる。来実はぺちりと男の手をたたいた。

　眠るときにもひと悶着あった。

　来実が匡史と同じベッドを使うことを断固として拒否したのだ。

「なに言ってるんだ？　来実は俺と一緒に寝るために来たんだろうが」

　匡史はあからさまに不満そうだった。

（ね、寝るなんて言わないでよう！）

　それでなくても心臓の脈拍数が人生最大値を示しているのだ。

「わ、私はソファで……」

「却下。恋人をソファに寝かせるぐらいなら、俺もソファで寝る」

「駄目っ」

　平行線の二人はにらみあった。やがて、匡史が折れた、というような声を出した。

「わかった。風呂を一緒に入らない代わりに、ベッドは共同で使う。どうだ？」

「どうもなにも……っ」

　一つのベッドを匡史と使えば、自分はどうなってしまうのだろうか。そもそも、自分は寝れるのだろうか。

　匡史はニヤリと笑った。

「なら、最終通告。あんたに選ばせてやる。ベッドで清らかな夜を過ごすか。ソファで一人寝しているところを、俺に夜這いされるか。いーち、にーい、さーん……」

「べべべ、ベッドで寝ますっ！」

　うまく乗せられたと思ったが、あとの祭りだった。

　――その日以降、来実は匡史の家に泊まりに行くたびに、彼と一つのベッドで眠った。

　時折、あやしい雰囲気になりかけるのを互いになんとか堪える日々だった。




　二週間後、匡史は医師の許可のもと、厨房に復帰した。すぐに、オーナー室へ呼びつけられる。

「匡史。お前、女に襲われて怪我をしたらしいな」

　入室するなり、いきなり問いただされた。

　正しくは手を出したら抵抗されたのだが、なぜ知られているのか。

　匡史は疑問に思った。

「お前が休みをとった日、女が訪ねてきたそうだ。お前を出せと、大杉に喚いていたらしい。訊けばその女、以前も店で大暴れをして営業妨害をしたそうだな！」

　大杉とはフロアマネージャーの名前である。

　匡史は、父親に酔っ払い騒動が誤って伝わっていることを知った。

「ウチの店への逆恨みか。何かあってからでは遅い。匡史、警察には連絡したんだろうな。場合によってはガードマンを手配する！」

　父親の過剰な反応に、匡史は慌てた。

　店の上得意には警視庁の長官もいる。彼女が左遷されでもしたら大変である。

「誤解です！　彼女は、酔っ払いが起こしたトラブルをおさめてくれただけです！」

「……彼女？　お前の知り合いか。どういうことだ。まさか、お前はその女と交際しているのか？」

　父親の表情が変わった。

「そうです」

　こんな唐突に報告するつもりはなかったが、匡史は腹をくくった。口を開きかけたが、怒鳴られた。

「なおさらだ。恋人がどういう時期にあるかも配慮できないような女、別れろ！」

「別れません。彼女とは、いずれ結婚を考えています」

　匡史はきっぱりと言い切る。言い切ってしまってから、実感する。

　彼女の帰る場所は、自分の腕の中であってほしい。

　喧嘩したり笑いあったりしながら一生、来実と二人で生きたい。

　匡史は自分の気持ちを再確認した。

「せっかくお客様に認められてきたところだというのに、お前には自覚が足りない。匡史、お前を支店に異動させる。一から修行をやり直せ！」

　父親は怒りをあらわにした。

「聞けませんっ！　オーナーは最近、俺の料理の腕が上がったと評価してくれたじゃないですか。彼女のおかげなんです。煮詰まっていた俺に、彼女が『料理はテクニックだけじゃだめなんだ』と教えてくれたんです。俺は彼女のお陰で暗闇から抜け出せたんだ！」

　匡史の必死の訴えに父親は難しい顔をした。

　確かに、匡史の料理の腕はここにきて飛躍的に伸びた。

　それだけではなく、店全体のことを考えるようになってきたとフロアマネージャーからも報告を受けている。

「……わかった。そこまで言うのならば、女を紹介しろ。見定めてやる。だが、店に害をなすようなら別れさせる。了承できないのならば、お前には二度と店の敷居をまたがせん！」

「わかりました」

　父親の宣言に、匡史はしっかりとうなずいた。




「来実。今度の公休の日、店に食べに来ないか？」

　匡史は緊張しながら来実に訊いてみた。

「なんで？　……あ。この前のコースが通ったの？」

　来実が目を輝かせた。

「ん？」

　彼女の質問の意味が掴めなくて、匡史は首を傾げた。

「この前のフルコース、店で出す為の試作だったんでしょ？」

　目をキラキラさせた来実と反対に、匡史はがっくりと肩を落とす。

　脱力したフリをして、来実にもたれかかる。彼女は重みに耐えきれず、ずるずるとソファに押し倒された。

「……ほーんと、鈍感というか。あんたが売れ残ってたのは、天の配剤という奴だな」

「あ？」

　匡史の言葉に、来実が剣呑な声を出す。彼女の頭を抱え込むと、匡史はキスを落とした。

「キスぐらいで誤魔化されないんだからっ」

　潤んだ目でにらみつけてくる来実が可愛くて仕方ない。

「あのコースは来実スペシャルだ。あんた以外に出す予定はないよ」

「へ」

　匡史の言葉を理解した途端、来実の顔がみるみる赤く染まってくる。

「それはそうと、俺の親父にあんたと付き合っていることを伝えたら、「是非、一緒に食事を」って言いだしてさ」

「え。あ。……それって」

　来実の顔が喜んだりパニックしかけたり、忙しい。

　匡史は彼女の瞳を覗きこみながら宣言した。

「順番があべこべになったけど、俺はあんたと結婚するつもりでいるから。……まだ、返事はしなくていい」

　焦りかけた来実の表情を見て、匡史は慌てて付け足した。

「断らせるつもりはない。けど、当分プロポーズするつもりもないから」

　来実の腑に落ちない顔に、匡史は言う。

「今、あんたは俺と付き合うことで一杯一杯だろ」

　来実が素直にうなずく。匡史は彼女の指に唇を寄せてニッと笑った。

「俺も余裕ないから、そんなに猶予は与えてやれないが。とりあえず、もう少し時間をやる。こっちも一世一代のイベントだ、ＴＰＯを選ばせろ。……まあ、〝予約〟ってところだな」




　オープン前の特別室。

　来実は緊張しつつ、席に座って待っていた。そこへ匡史が初老の紳士を伴って入室してくる。

　彼女を見た瞬間オーナーは、驚きの表情を浮かべた。

（あまりに庶民だから、反対されちゃうのかな）

　来実は、固唾をのんだ。匡史が彼女を守るように横に立つ。

「……まさか、息子の選んだ女性が貴女だったとは」

　オーナーが声を絞り出した。

　その声は怒りというよりは驚きに満ちていたので、来実はかえって困惑した。

　匡史が二人の関わりについて訊ねようとしたとき、オーナーは来実に向かって深々と頭を下げた。

「来実さん、ご無沙汰しておりました」

　彼女は、あ、と叫んだ。眼の前の男性の姿が、遠い昔の記憶と重なる。

「あのときの……？」

　来実の震える呟きに、オーナーは頷いた。

「はい。貴女のお父様に命を救ってもらった者です」

　匡史が弾かれたように父親を見た。




　七年前。ショッキングな事件から数週間経ちマスコミもいなくなった頃、来実の家を一人の男性が訪れた。

　三角巾で腕を吊った男性は、彼女と父の遺影を前にしてくずれおちた。

「私を助けたせいで、貴女のお父様が犠牲になりました。申し訳ありません！」

　男性も傷を負い、昨日まで入院していたとのことだった。ＰＴＳＤも発症していて、来実の元に来るのが遅くなったという。

「許してくれとは申しません。金銭で済むとは思っておりませんが、できるだけの援助をさせてください。店を処分してでも貴女のご希望通りの額を用意します」

　男性は床に頭を擦りつけんばかりだった。

（ヘン）

　来実はぼんやりと思う。

「なんで謝るんですか？　……貴方も犠牲者なのに」

　彼女の呟きのような言葉に、男性が涙にぬれた顔を上げた。

「父に謝るのは、犯人であって貴方じゃありません。私に慰謝料を払うのも犯人のはずです。……貴方は悪くないのだから、援助は要りません」

　来実は俯きながら、言った。

「ですが！」

　男性が言い募ろうとしたが、来実はさせなかった。

「……私は大丈夫ですから。四月から警察学校に入るので、住む場所もあるしお給料も出ます」

　来実は一生懸命、男性に話す。

　誰かに、哀れまれたくない。同情という名の好奇の目にさらされるのは、もういやだった。

「父も貴方も怖かったと思います。辛かったと思います」

　来実の言葉に、男性は身を震わせた。

　男性を見れば、いやでも事件が蘇る。男性も彼女の顔を見れば、恐怖を思い出してしまうはずだ。

「事件のことも、父のことも。全部忘れてください。……私も、貴方のことを忘れますから」

　楽になりたくて、来実はそう告げた。彼女からの拒絶に、男性はショックを受けたような表情になる。

「父は交番勤務を誇りにしていました。自分の働きで市民が笑顔になってくれるのが幸せだと言っていました。……貴方は、レストランを経営されていらしゃるんですよね」

　来実はぽそりと言葉を紡いだ。

「はい」

　男性は小さく頷いた。

「私、美味しいごはんを食べると、幸せになれるんです。父は職務を全うしました。今度は貴方が、沢山のお客様を幸せにしてください」

　彼女はなんとか笑顔を作った。

　男性は泣きながらうなずき、なにか言おうとして口をひらきかけたが、思いとどまったようだった。

「……なにかあれば。いつでも頼ってきてください」

　男性は名刺を取り出して、卓上に置くと頭を下げ、立ち上がった。

　来実は、父と二人だけの世界に戻り、静かに涙を流し続けた。




　彼女は宣言通り被害者の男性について忘れていった。

　けれど、オーナーは来実と彼女の父親を忘れたことはなかったいう。

「貴女から言われた言葉は、衝撃でした」

　来実と匡史の前で、オーナーは滂沱と涙を流していた。

「貴女のお父様にもらった命で、私になにができるかを考えました。来実さんから頂いた言葉を胸に、私はお客様を幸せにできるレストランを目指してきたのです」

　オーナーの言葉に来実と匡史は聞き入る。

「……新聞の記事から、あの日が来実さんの誕生日であったことを知りました。貴女とお父様に『来実さんが願ってくれたような、レストランを作り上げましたよ』と報告したくて。来実さんにも幸せな時間をさしあげたくて。貴女の誕生日であり、お父様の命日に招待させて頂くことにしたのです」

　オーナーの言葉に、来実は微笑んだ。

「はい。とても幸せな時間をもらっています」

　オーナーもにっこりと笑いかけてくれた。

「これからも、私のレストランで幸せな時間を過ごしてください。……私の息子と一緒に」

　二人は、オーナーの言葉に目を見開いた。

「親父、許してくれるのか」

　匡史の声が弾んだ。

　オーナーがぐず、と洟をすすりながら頷く。

「許すもなにも。むしろ、ちゃらんぽらんな男に来実さんをやるわけにいかん。来実さんのお父様に代わって、お前が彼女を幸せにできるか、私が見届けるからな！」

　父親の言葉に、匡史は来実の肩をぐ、と抱き寄せた。

「望むところだ」




「それはそうと、来実さんに絡んできた男のことだが」

　オーナーの言葉に、二人はぎくりとなる。

「大杉に確認しました。来実さん、大変申し訳なかった」

　またしても頭を下げられて、来実は慌てる。

「私こそ、警備の方にまかせるべきだったのに……！」

「来実は悪くない」

　二人を尻目に、オーナーは何処かに電話を掛けた。

「私だ。例の件、どうなった？　……ああ、そうだ。あらためて全店に通達しておいてくれ。今後、永久に、だ」

　受話器を置くと、オーナーは二人に向き直った。

「来実さんとお父様に不届きなことをしでかした阿呆は、全店出入り禁止にしたからね」

　ニッと笑った父親に、匡史は手をさしだし、二人はしっかりと握手をした。

　オーナーは来実のほうに向きなおり、はにかんだ笑顔を浮かべて両手を広げてみせる。彼女はおずおずと近づきかけた、が。

「来実は俺のものだ、親父は触るな！」

　匡史が腕の中に来実をしまいこんだ。オーナーが大きなため息をついてみせる。

「……やれやれ。我が息子ながら狭量なことだ。ああ、来実さん。嫁入りの支度については、私の妻が相談に乗るからね。貴女が望む、どんな式でも叶えてあげよう」




　二人は匡史の家についてから、ふううと大きく息を吐き出した。

「まさか。そんないきさつがあったとは」

「匡史さんがオーナーの息子さんだなんて」

　同時に喋りだし、二人は目を見かわした。

　そっと、どちらかともなく、寄り添う。

「あんたは俺だけじゃなく、親父のことも救ってくれた」

　匡史が、来実にささやく。

「私はなにもしていない。コックとして花開いたのは、匡史さんの努力の結果だし。私の父が、匡史さんのお父さんを助けただけだから」

　言い張る来実を、匡史は抱きしめる。

「あんたは、俺たちの〝幸せな時間〟そのもの」

　匡史が甘い瞳で来実に希う。

「これからも俺に幸せな時間をくれないか。……できれば、一生」

　匡史が来実の瞳を覗きこむ。

「私、ご飯炊くことしかできないよ？」

　来実は震える声で告げる。

「知ってる」

「匡史さんはこれからオーナーシェフを目指すんでしょう？　私、なにも手伝えないよ」

　料理のことも、上流社会のことも、なにも知らない。

　来実には、匡史への気持ちがあるだけだ。

「あんたは今まで通り、交番で市民のために働けばいい。たまに俺の作る料理を食べて美味そうな顔をしてくれれば、ほかには望まない。……返事は？」

　来実はこくんと頷くと、小さな声で願いを口にした。

「匡史さん。私の家族になってください」

　いきなり抱き上げられたので、来実は慌てた。

「重いから！　匡史さん、手に負担がかかる。おろしてっ」

「いやだ」

　来実が必死で抗うも、匡史は拒否し、彼女を横抱きにしたまま廊下を進んでいく。

　二人が何度となく共に眠ったベッドに、来実は横たえられた。

　彼女の顔の両側を、匡史の腕が囲い込む。

「まさふみさ、」

　逃がさないとばかりに、下肢を押さえつけられた。

「ようやく、あんたを抱ける」

　仰ぎ見た男の瞳に劣情が宿っている。

「来実。好きだ」

　言葉と共に、炎のような思いを吹き付けられる。

「俺のものになって」

　喘ぐような声から、来実にも熱が燃え移ってくる。

「いいよ……匡史さんのものにして」

　両頬をしっかりと固定される。まつげが触れ合い、唇が重なった。

　相手の唇をついばみ、ついばまれる。角度を変えて、重ね合う。舌で唇を撫でられて、うっすらと開いたところに忍び込まれる。

「んっ」

　咥内に深く差し入れられ、逃げる舌を捕まえられた。まさぐりあっては、お互いを高めあっていく。

「あ、ん」

　来実は咥内の中で動き回る匡史の舌に翻弄されながら、動きを真似しはじめた。

　じんわりと舌から悦くなっていく。互いの唾液が混じり合う音が、口元から聞こえる。

　脳まで悦さに侵されたとき、キスが終わった。離れた唇の間に銀糸がかかり、途切れる。

　落ちた雫を匡史の唇が追っていく。肌に濡れた跡が増えていくたびに、来実は啼いてしまう。

　いったん、抱き起こされる。

　頭をくったりと匡史の肩に預けていると、男の両手が背中のファスナーを探りあてた。破かれるのではないかと思うほど、一気に下ろされる。

　背中が空気に触れ、寒いと感じたのはほんの一瞬。熱すぎる手が、性急に這いまわる。

　彼の手が心地いい。触れられるたび、かすかな予感めいたものが訪れる。

　ぷちん、という音と共に、胸が自由になった。男の唇が肩にあてられ、腰のあたりまでワンピースを降ろされると、匡史の頭が来実の胸に埋められる。

　ブラジャーの下に潜ってきた匡史の唇に、ふくらみの頂をとらえられた。

　膝立ちにさせられ、尖った乳首を舌で弾かれる。快感が体の中をはしった。

「ン。あっ」

　来実は一声啼くと、首をそらした。

　乳首を吸われる。

　匡史の手が、彼を自分に刻み込みたいかのように、曲線に沿って何度も上下する。

　あるいは一秒でも早く、一箇所でも多く、来実の性感帯を知りたいのかもしれない。

　来実の体は熱くなり、脚の谷間がじんじんとしてきた。

　もう片方の手にショーツごと、ストッキングを引きずりおろされた。

　いつものような、優しい触り方ではない。荒々しく、飢えた獣のようだったが、不思議に怖いとは思わなかった。

　ベッドに再び押し倒されたときには全てをはぎとられ、来実は生まれたままの姿になっていた。

　彼女が期待にこもった瞳で匡史を見あげた。来実にまたがっている男も、ギラギラとしたまなざしで見つめかえしてくる。

　匡史は来実から目をそらさずに、服を脱ぎ捨てた。

　男がのしかかってきたのを、来実は両手を広げて受け止めた。

　なにもまとっていない肌同士が触れ合う心地良さ。期せずしてお互いの唇から、はあと熱い息がこぼれる。

　匡史の重みと、熱が嬉しい。

　とくとくと、心臓のあたりでなにかが脈打っている。

　彼の心臓の音だと思えば無性に愛おしくて、匡史の背中に腕を回す。

　匡史の肌は滑らかだ。動くたびに筋肉のもりあがりが、骨の動きが如実に手のひらに伝わってくる。

「先に謝っておく」

　匡史の唇が来実の髪を撫で、彼女の唇をなぞる。

「興奮し過ぎて、優しくしてやれないかも」

　男が来実の瞳を見つめながら、ささやいてきた。

　匡史の片方の手が、彼の胸に押しつぶされている来実のふくらみのきわや、腰のくびれをさまよいだす。

　くすぐったいような、気持ちがいいような。何度も指がかすめるたび、じわじわと感じさせられていく。

「あんたをたっぷり可愛がって、何回もイカせてやりたいのに。早く挿れて、腰を振りたくて仕方ない。めちゃくちゃに啼かせてやりたい」

　物騒なことを告げる恋人の、自分を見つめる瞳は欲情と愛おしさを混在させていた。

「私」

　来実は喘ぎながら、言葉を絞り出す。

「変、なの」

　息が上がってしまい、途切れ途切れだ。

　ん？　と匡史が来実をのぞきこんでくる。

「匡史さんと体が重なってるだけで感じちゃうの。多分、もう濡れてきてる……っ」

　男の目にさらなる獰猛な光が宿ったのを見て、激情のままに秘密を明け渡しすぎたことに気づく。来実は恥ずかしくなり顔を隠そうとしたが、頭の上で両手を拘束されてしまう。

「煽った責任を取ってもらうからな！」

　匡史は息だけで言葉を寄越してきた。

　カリ、と鎖骨に歯を立てられた。噛まれたあとを舌でなぞられて、来実は体をそらした。胸のふくらみが突き出された形になり、匡史の口に捕らえられる。

「約束してたよな、『骨も残さず召し上がってやる』って」

　言うなり、匡史は来実の胸に顔を伏せる。すぐに、乳首が濡れて熱い咥内に包まれた感触がある。

　痛いほどに固くなった乳首を吸われると、どうしようもなく気持ちいい。

　脳にどんどん快楽が伝わってくる。

　来実が押さえつけている匡史の手を握ろうとすれば、彼が指を絡ませてくれる。

　もぞりと太腿を動かせば、匡史が脚を挟み込んでくる。

　脚のあいまから、蜜がシーツに垂れていく。知っていたかのように裂け目を撫でられる。

　頑なに閉じていたかに思えた花弁は、ひと撫でされただけであっさりと開いた。

「ああん……」

　待ち望んでいた刺激に、来実は甘く啼いてしまう。

「もう、ぐちょぐちょ」

　言葉だけ聴けばからかいの言葉なのに、匡史の声が興奮していた。来実の手から、押さえつけていた彼の手が離れていく。

　交互にねぶられていたふくらみに、新たな刺激が加わる。右胸の乳首を匡史に舌で転がされ、吸われる水音が来実の耳に飛び込んでくる。聴覚まで鋭敏になっていく。

　左胸を大きな手のひら全体で揉みこまれる。色の濃くなっているところを指で丸くなぞられ、指の腹で乳首の側面を刺激された。

　もっと触ってほしくて来実が体をそらせば、意図は伝わり、きゅと乳首を摘まれた。

　強い快感が生まれてきて、甘い波が脳に押し寄せてくる。

　蜜をたたえた縦筋をなぞられ続けている。脚のあいまに悦が溜まっていく。

「もう、」

　達してしまいそうで来実が喘げば、慌てるなとばかりに男の手が来実の腹や、腰のくびれをなぜていく。

　腰骨のあたりを匡史の手のひらが通過したとき、彼女の体がはねた。

　来実の胸を味わっていたはずの彼の唇が、悪い形につり上がったような気がしたが、なにごともなかったかのように手のひらは通り過ぎていく。

　不意に匡史の唇が彼女の太ももに降りてきた。

「ヤ、あ、ン」

　油断していたぶん、来実は激しく反応してしまう。

「あんた、太腿感じるんだな」

　匡史に指摘され、来実はばれたと思った。

　彼は太腿を愛おしそうに触りはじめた。筋肉を味わうかのように手のひらにしっかりと収められたかと思えば、羽で肌をなでるような動きをされる。

「う、ぅん」

　来実は身をよじりたくなる。

　男の手はどんどん下がっていき、膝の皿を撫でられた。つつみこむようになでられて、優しい感触を味わう。

　なぜ、こんなところまで気持ちいいのだろう。

　今度は指だけで、つつ、と触れるように太ももを上がってくる。

「ここも」

　腰骨のあたりを揉まれる。

「んあ！」

　啼いてしまうのを我慢したら、へんな声が出てしまった。

「あんたに似合った料理方法を見つけようとしているのに。どれもこれも反応しちゃって」

　匡史が嬉しそうな声でからかってくる。

「……つまらない？」

　来実が涙を溜めた瞳で訊ねれば、微笑まれた。

「反対。楽しくてやみつきになりそう。あんたの声も反応も、全部俺へのご馳走だから。出し惜しみするなよ」

　男の言葉に、来実は安心して快楽に戻っていく。

　けれど腰骨ばかりをなでられて、来実はだんだん焦ったくなった。

　もう片方の手に、花弁の右の外側をなでられている。あと数回なでられれば弾けることが出来たのに、わざとなのか熱を冷ますように、花弁の左の外側に移っていく。

　まっさらだったところが、すぐに悦くなってしまうのが悔しい。

　重い悦が溜まってきている蜜口がぱっくりとひらいて、ひくひくしているのにいじってくれない。包皮から弾けそうな花芽も置されている。

　徹底的な快楽をもらえないまま、じんわりと気持ちよくさせられている。脚の谷間自体が性感帯になってしまっているかのようだ。

　胸への奉仕がぱたりと止まってしまって、来実はむずかるように首を横に振った。胸を突き出してみても、触れてもらえない。

　自分で腰を突き上げて極めようとすれば、逃げられた。

「もう、ヤ、あ……」

　抗議の声を出してしまった。

「じれったいか」

　楽しそうに訊かれて、正直に頷いてしまう。

「極上の素材をさ、下ごしらえして最高の状態にするのは料理人の務めだからな」

　舌なめずりするような声で言われた。

（自分だって興奮してるくせに！）

　太腿に匡史の欲望の証が当たってくるのに、この男はどこまで我慢させる気なのだろう。

　直接的な快楽がほしくて、来実は腰骨に触れている男の手を胸の上に置いた。

「一回、イっておくか」

　意地悪な男が優しいフリをして訊いてくる。彼女はこくりとうなずいた。

　胸のふくらみごと頂きを何回か揉み込まれれば、途端に乳首が勃ちあがってくる。片方の乳首は親指で弾かれ、もう片方の乳首は歯で優しくしごかれる。

　芽吹いてきた花芽の周りを丸く撫でられ、最高に甘い刺激を、彼女はうっとりと味わう。

「あ、ぁん」

「来実、気持ち良さそうだな」

　匡史が愉悦を感じている声でささやく。

「きもち、イイ……」

　来実は吐息だけで返事をする。

　くぷ、と匡史の指が、来実の蜜壷のなかに沈められていく。蕩けて、ひくついていた蜜路は侵入者を歓迎した。

「く……、締め付けがすごいな」

　匡史が嬉しそうな、それでいてキツそうな声を出す。

　ちゅぷり、ぬぷりといやらしい音をともなって抜き差しされて、来実の神経が蜜路に集中する。腹側の壁を擦られて、匡史の指を抱きしめる。

　花芽を優しくこすられた途端、来実はスパークしてしまった。ビクビク、と体が跳ね、蜜路が収縮を繰り返す。

「食いちぎられそう」

　匡史の頭が下がり、達したばかりの花芽を口に含まれる。優しく舌の先でなぶられ、ちゅうと吸われた。甘い刺激が体の奥から全身に走る。脳がとろとろになる。

「あ、ア！　やっ」

　達したばかりなのに、新たな快楽の波が押し寄せてくる。来実は腰を高くつき上げた。

　舌と舌とが絡み合うより、花芽を舌でいじくられるほうがはるかに気持ちいいのだと、匡史に身をもって教えられる。

　くちゅり、ぬぷ。淫らな音が来実を興奮させていく。

　指が抜かれ、再び差し入れられたときには、質量が増していた。一瞬、来実の体がこわばりそうになったが、すぐに馴染む。

　指に気をとられていると、匡史の舌で可愛がられている花芽に意識を戻される。

　小さな小さな快楽の起爆装置を、匡史は丹念に愛していく。傷つけないように、痛みで来実の体が冷めないように、繊細に舌を使う。

「あ、ん」

　来実の小さな喘ぎを匡史は見逃してくれず、蜜路の中を往復する指の速度が増した。

「は。ア」

　来実はせわしなく呼吸を繰り返すが、空気をとりこめていない。

　ひたひたと迫る波は、もうすぐ来実を覆い尽くすだろう。

　全身は力が入らないのに、匡史が導こうとしているところだけに力が入る。

　蕩けるような快楽にたゆたうより、今は激しい波に翻弄されてしまいたい。

　蜜路の中で指が固まりになって奥へ分け入ったかと思うと、今度はばらばらに襞を擦り上げる。

（もうすぐ）

　花芽を吸われて、高まりが臨界点に達し、弾けた。

　先程よりもゆるやかで、その分大きなうねりが来実を覆う。

「あ、あぁ。あ、ン……」

　体の奥が呼吸するたびに蜜路の襞は、ナカに埋められている匡史の指に絡みつく。彼の指の固さが気持ちよくて、抱きしめては緩めるのを繰り返す。

　指が引き抜かれた。喪失感に、来実は喘ぐ。

　ビ、とパッケージを破る音が聞こえる。来実は見ないように目と閉じた。

　期待に、心臓が早く脈打つ。ぐい、と両脚を割り開かれた。

　ぬるぬるとなにかが裂け目に押し付けられ、何度も来実の蜜を纏わせていく。擦られていく感触に、彼女は身を震わせた。

「挿いれるぞ」

　匡史がささやき、来実はこくこくと頷く。ぐ、と有り得ない質量が蜜口を押し開いた。

「来実、息をしろ」

　男の苦しそうな声に、来実は必死に息を吸う。

　彼女の呼吸に合わせて、ずず、ととてつもなく太くて固いものが押し入ってくる。何度目かの息を吐き出したときに、匡史の屹立が根元まで収まった。

「しばらく、うごか、ないから……、吸って、吐いて」

　来実は言われるまま、呼吸を繰り返した。強張っていた体が徐々に柔らかくなっていき、ナカの匡史の存在を受け入れられるようになってきた。

　来実の目じりから一筋の涙が流れ落ちていく。

　匡史は、荒い呼吸を繰り返しながらも彼女が馴染むのを待ってくれていた。

　ぽとり、と熱い刺激に目を上げれば、歯を食いしばっている男の顎から汗が滴り落ちていた。

　目が合うと、微笑みかけられた。

「俺を受け入れてくれてありがとう、来実」

　雄が埋まっている腹を撫でられ、匡史に抱きしめられる。ん、と来実がみじろぎする。

「匡史さん、おっき……」

　素直な感想を言ってしまえば、中の質量が増す。

「あんたな……！」

　匡史が苦々しげに言うや、噛みつくようなキスをしかけてくる。

「ん、あ、まって」

　強過ぎる刺激に、翻弄されてしまう。

「待てるか！　ほんと、あんたは煽るのが上手い！」

「あおってなんか、な、」

　蜜路の襞を匡史の屹立が擦りあげていく。むず痒いような刺激は、じわじわと悦さに育っていく。襞が匡史の屹立に絡みついては蜜路全体が気持ちよくなっていく。

　もっと深い処へと迎えいれたくて、来実は腰を築き上げた。ぴんとつま先に力がこもる。

　匡史が来実の脚を自分の肩にかけた。彼女の腰を抱き、最奥まで突き入れる。

「ふあ、ぁぁん……！」

　子宮口を屹立の先端が穿つ。先端を押しつけられたまま、腰をひねられた。蜜路のナカをかき混ぜられて、来実は悦さに声が止まらなくなる。

　来実の蜜口に溜っていた快楽は、ぶつけられる彼の腰からの圧によって、悦へと昇華させられていく。極限まで押し開かれた花弁は、屹立の根本が前後する動きに快楽を脳へ伝えた。

　匡史が膝立になる。前傾してきた男に押されて、来実の腰が浮きあがった。匡史の腰がリズミカルに動くと、つられて来実の胸がふるりと揺れる。

　赤く色づく乳首に誘われたように匡史が手を伸ばしてきて、固く尖っているところを二本の指の腹でこすりあげられた。

「あ、あん」

　来実が喘ぐ。匡史の腰が花芽にぶつかり、気持ちいい。

　体で生まれた全ての快楽が蜜路に集まる。

「イクぞ」

　匡史が呻くように言う。抽送が激しくなり、蜜路の裡側が屹立に巻きこまれた。子宮口がガツガツと屹立の先端に穿たれた。

「く！」

　屹立が増大したと思った瞬間。被膜ごしに最奥へ迸る、熱い飛沫を感じる。

「あ、ぁア！」

　男の昂りを受けて、来実も達した。

　全てを出し尽くすかのように、匡史が緩やかにグラインドをする。ナカで屹立が脈打つたび、来実は身悶えた。

　やがて、匡史が来実のナカから出て行く。

「あ、ヤ……」

　彼によって押し広げられた空間が、途端に寂しくなる。

　匡史がそっと来実を横たわらせる。ティッシュを何枚かとると、匡史は蜜でぐしょぐしょになっている彼女の蜜口を優しく拭ってくれた。

　自身の始末をすると、匡史はどさりと来実の上に体を投げだした。

　達した反動で二人とも息が荒い。

　合わせた胸からは激しい鼓動が伝わってきて、満ち足りた二人は優しく抱き合う。

　労うように、キスを贈り合った。

　来実のナカはじんじんしているし、彼女の腹に匡史のモノがやや固さを伝えてくる。もう一回、炎が吹き上がる予感もあるが、ひとまずはゆったりしたい。

「重くないか？」

　匡史が彼女の上からどこうとするのを、来実は抱きしめて阻止する。

「平気」

　彼女の言葉に、匡史も素直にとどまる。

「稽古のときに組み手相手に押しつぶされるのと違って、匡史さんの重さは嬉しい」

　愛おしそうに言う来実は、男の目に不穏な光が宿ったことに、気づかなかった。

「ほんと、あんたは煽るのが上手い」

　気がついたときには、匡史から見下ろされていた。

「へ？」

　不思議に思うまもなく、くるりとうつ伏せにされる。

　ぐい、と腰を持ち上げられた。

「え、え」

　慌てふためく来実がなんとか顔を後ろに向けると、優しい恋人はいなくなり、肉食動物が物騒な表情を浮かべている。

　つう……と背中に指を這わされ、来実はびくん、と跳ねた。

「覚えておくといい。あんたの男は心が狭い。有象無象とは違う存在だって、あんたに焼き付けてやりたくて、仕方ないんだと」

　言うなり、まだ蕩けている来実の蜜路に屹立を突き入れたのだった。

「あん！」

　抗議するはずが、甘い啼き声が漏れただけ。

　恋人たちの幸せな時間は始まったばかりだ。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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